
は
じ
め
に

　

陽
明
学
嫌
い
で
知
ら
れ
た
蘇
州
府
呉
県
の
人
伍
袁
萃
（
字
は
聖
起
、
号
は
寧
方
、
万
暦

八
年
進
士
）
は
、
そ
の
著
作
『
林
居
漫
録
』
巻
六
の
中
で
、
少
年
期
に
金
壇
の
私
塾
に

お
い
て
、
紹
興
府
余
姚
県
の
出
身
、
す
な
わ
ち
王
守
仁
と
同
郷
の
鄒
と
い
う
姓
の
老

儒
に
聞
い
た
こ
と
と
し
て
次
の
よ
う
な
話
を
記
し
て
い
る
。

陽
明
（
王
守
仁
）
が
、
西
湖
の
林
（
霊
）
隠
寺
で
講
学
し
た
時
の
こ
と
、
あ
る
日
、

『
中
庸
』
に
［
議
論
が
］
及
ぶ
や
晦
翁
（
朱
熹
）
の
説
を
こ
っ
ぴ
ど
く
誹
っ
て
は
、
歯

ぎ
し
り
し
て
胸
を
か
き
む
し
っ
た
。
そ
の
場
に
い
た
一
人
の
老
僧
が
、「
貴
方
は

生
員
だ
っ
た
時
、
朱
熹
の
説
に
よ
っ
て
作
文
し
た
の
で
は
な
い
の
か
な
。」
と
問

う
と
、
陽
明
は
言
っ
た
、「
こ
れ
（
朱
説
準
拠
）
は
国
家
が
士
人
を
［
官
僚
に
］
採
用

す
る
の
に
設
け
た
［
き
ま
り
な
］
の
で
あ
り
、
ど
う
し
て
従
わ
な
い
わ
け
に
い
き
ま

し
ょ
う
か
。」
と
。［
老
僧
は
］
言
っ
た
、「
そ
の
時
ど
う
し
て
自
説
を
用
い
な
か
っ

た
の
じ
ゃ
。」
と
。［
陽
明
は
］
言
っ
た
、「
も
し
も
自
説
を
用
い
て
い
れ
ば
、
合
格

出
来
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。」
と
。
老
僧
は
笑
っ
て
言
っ
た
、「
そ
れ
な
ら
ば
文
公

（
朱
熹
）
の
学
説
は
、
貴
方
の
宝
筏
じ
ゃ
ろ
う
。
苦
海
を
渡
り
終
え
た
か
ら
と
い
っ

て
、
ど
う
し
て
た
だ
ち
に
捨
て
去
っ
て
よ
い
も
の
か
。」
と
。
陽
明
は
黙
っ
た
ま

ま
き
ま
り
わ
る
そ
う
に
し
て
い
た
。（
陽
明
在
西
湖
林
隱
寺
講
學
、
一
日
及
中
庸
力
詆
晦
翁

之
説
、
至
于
切
齒
拊
膺
。
有
一
老
僧
在
坐
、
問
曰
、
公
爲
秀
才
時
、
曾
依
朱
説
作
文
否
。
陽
明
曰
、

此
國
家
設
以
取
士
者
、
安
得
不
從
。
曰
、
當
時
何
不
自
用
己
説
。
曰
、
若
自
用
己
説
、
則
不
得
中
式

矣
。
老
僧
笑
曰
、
然
則
文
公
講
解
是
公
寶
筏
。
苦
海
雖
已
渡
、
豈
可
便
弃
耶
。
陽
明
黙
然
有
慙
色
。）

こ
の
条
に
附
せ
ら
れ
た
「
自
注
」
に
は
、「
こ
れ
ぞ
ま
さ
に
諺
に
い
う
『
江
を
渡
る

時
に
は
千
度
も
念
仏
を
唱
え
て
、
対
岸
に
た
ど
り
着
く
と
老
僧
を
煮
て
食
ら
う
』
や

つ
だ
。」（
予
曰
、
是
正
諺
所
謂
渡
江
念
千
聲
佛
、
到
岸
煮
老
僧
喫
者
也
。）
と
記
し
て
い
る
。
真

偽
の
ほ
ど
は
と
も
あ
れ
、
陽
明
学
と
科
挙
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
な
か
な
か
興

味
深
い
話
で
あ
る
。注

①　
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明
代
の
科
挙
制
度
に
お
い
て
は
、
経
学
説
・
性
理
学
説
を
中
心
に
、
朱
子
学
の
解

釈
が
全
面
的
に
朝
廷
公
認
の
学
と
さ
れ
て
い
た
。注

②

王
守
仁
は
そ
の
よ
う
な
朱
子
学
を

批
判
し
、
自
己
の
学
説
こ
そ
真
の
聖
学
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
勢
い

科
挙
の
場
で
も
朱
子
学
と
扞
格
を
生
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
陽
明
学
を

奉
じ
た
者
達
は
、
科
挙
の
場
で
果
た
し
て
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
研
究
の
一
環
と
し
て
、
本
稿
で
は
明
末
の

陽
明
学
者
楊
起
元
を
取
り
上
げ
考
察
を
試
み
た
い
。

一
、
王
守
仁
の
科
挙
観

　

王
守
仁
が
科
挙
に
つ
い
て
語
っ
た
言
葉
は
少
な
く
は
な
く
、『
王
文
成
公
全
書
』

の
各
所
に
発
言
が
散
見
す
る
。注
③　

　

そ
れ
ら
の
言
葉
か
ら
総
じ
て
読
み
取
れ
る
の
は
、
王
守
仁
は
決
し
て
科
挙
制
度
や

そ
れ
に
係
わ
る
挙
業
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、「
志
」
を
し
っ

か
り
と
保
て
ば
、「
挙
業
」
と
「
聖
賢
の
学
」
と
は
両
立
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

正
徳
十
三
年
（
一
五
一
八
）
に
、
聞
人
詮
（
字
は
邦
英
、
余
姚
の
人
）
聞
人
誾
（
字
は
邦
正
）

兄
弟
に
与
え
た
書
簡
（「
寄
聞
人
邦
英
邦
正
」）
の
中
で
、

…
…
家
貧
親
老
、
豈
可
不
求
祿
仕
。
求
祿
仕
而
不
工
擧
業
、
卻
是
不
盡
人
事
而
徒

責
天
命
、
無
是
理
矣
。
但
能
立
志
堅
定
、
隨
事
盡
道
、
不
以
得
失
動
念
、
則
雖
勉

習
擧
業
、
亦
自
無
妨
聖
賢
之
學
。
若
是
原
無
求
爲
聖
賢
之
志
、
雖
不
業
擧
、
日
談

道
德
、
亦
只
成
就
得
務
外
好
高
之
病
而
已
。
此
昔
人
所
以
有
「
不
患
妨
功
、
惟
患

奪
志
」
之
說
也
。
夫
謂
之
奪
志
、
則
已
有
志
可
奪
。
倘
若
未
有
可
奪
之
志
、
卻
又

不
可
以
不
深
思
疑
省
而
早
圖
之
。
…
…

と
述
べ
て
い
る
の
等
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

挙
業
に
背
を
向
け
ひ
た
す
ら
聖
人
の
学
問
に
従
事
し
よ
う
と
し
た
人
物
も
い
た
の

は
事
実
だ
が
、
科
挙
以
外
に
確
実
な
栄
達
の
道
が
な
か
っ
た
明
中
期
以
降
に
お
い
て

は
、
上
記
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
王
守
仁
の
み
な
ら
ず
士
人
達
に
一
般
的
な
認
識
で

あ
っ
た
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
王
守
仁
の
弟
子
達
に
お
い
て
も
そ
れ
は
同
様

で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
高
弟
の
王
畿
（
字
は
汝
中
、
号
は
龍
渓
、
山
陰
の
人
、
嘉
靖
十
一
年
進

士
）
は
、『
龍
渓
王
先
生
会
語
』
巻
一
「
南
譙
別
言
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

そ
も
そ
も
挙
業
の
読
書
は
、
千
古
の
聖
賢
と
時
を
超
え
て
議
論
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、［
自
己
の
］
学
問
的
成
就
の
証
明
や
刺
激
を
求
め
る
こ
と
な
の
だ
か
ら
、
元
来

楽
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
世
情
に
か
き
乱
さ
れ
付
き
ま
と
わ
れ
て
、
志
を

奪
わ
れ
精
神
を
す
り
減
ら
し
、
逆
に
苦
業
と
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
そ
れ
は
挙
業

が
人
を
裏
切
る
の
で
は
な
く
、
人
自
ら
が
挙
業
を
裏
切
る
の
だ
。
本
当
に
嘆
か
わ

し
い
こ
と
だ
。（
…
…
夫
擧
業
讀
書
、
是
與
千
古
聖
賢
上
下
論
議
、
以
求
印
證
觸
發
、
原
是
樂
事
。

乃
被
世
情
攙
和
牽
纏
、
奪
志
勞
神
、
翻
成
苦
業
、
非
是
擧
業
辜
負
人
、
人
自
辜
負
擧
業
。
良
可
慨

也
。注
④）

　

し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
科
挙
や
挙
業
そ
の
も
の
を
否
定
は
し
な
く
と
も
、
明
朝

が
正
統
教
学
と
し
て
公
認
し
科
挙
の
た
め
の
学
問
と
し
て
擁
護
し
た
朱
子
学
に
対
し

て
根
本
的
な
疑
義
を
提
示
し
た
王
守
仁
が
、
自
己
の
学
説
の
正
当
性
を
公
然
と
主
張

し
よ
う
と
す
れ
ば
、
自
ず
と
科
挙
試
験
の
場
に
お
い
て
も
朱
子
学
と
衝
突
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
勿
論
、
王
守
仁
の
学
説
が
あ
ら
ゆ
る
観
点
で
朱
子
学
と

対
立
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
明
代
の
科
挙
制
度
に
お
い
て
も
っ
と
も
重
視
さ
れ
た

「
四
書
」
の
解
釈
や
「
心
性
」
論
を
め
ぐ
っ
て
、
両
者
の
思
想
が
鋭
く
対
立
し
た
こ

と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
正
徳
年
間
の
末
頃
か
ら
嘉
靖
年
間
の
始
め
頃
に
か
け
て
、
王
守
仁
の
学

説
に
毀
誉
褒
貶
が
飛
び
交
う
中
、
実
際
に
科
挙
試
験
の
場
で
陽
明
門
下
の
学
者
に
踏
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み
絵
を
踏
ま
せ
る
よ
う
な
事
件
が
起
き
て
い
る
。
嘉
靖
二
年
（
一
五
二
三
）
二
月
の
会

試
の
策
題
で
、
王
守
仁
の
学
問
を
誹
謗
す
る
の
を
企
図
し
た
と
思
わ
れ
る
内
容
の
出

題
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
会
試
に
参
加
し
た
王
守
仁
の
弟
子
達
の
中
に
は

憤
然
と
席
を
蹴
っ
て
受
験
を
拒
否
し
て
郷
里
に
戻
っ
た
者
や
、
試
験
官
の
圧
力
に
屈

す
る
こ
と
な
く
、
王
守
仁
の
学
説
を
そ
の
ま
ま
書
い
て
合
格
し
た
者
、
あ
る
い
は
不

幸
に
も
下
第
し
た
者
等
様
々
で
あ
っ
た
と
い
う
。注
⑤　

　

こ
の
時
、
会
試
を
受
験
し
た
も
の
の
下
第
し
て
帰
郷
し
た
門
人
の
銭
徳
洪
（
初
名

は
寛
、
字
は
洪
甫
、
号
は
緖
山
、
余
姚
の
人
、
嘉
靖
十
一
年
進
士
）
は
、
時
事
が
道
理
に
違
う
こ

と
を
深
く
恨
む
気
持
ち
を
抑
え
き
れ
ず
に
師
に
会
い
に
行
く
と
、
王
守
仁
は
喜
ん
で

迎
え
入
れ
、「
聖
学
は
こ
れ
よ
り
大
い
に
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。」
と
言
っ
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
銭
徳
洪
が
、「
時
勢
が
こ
う
で
あ
り
ま
す
の
に
、
ど
う
し
て
聖
学
が

大
い
に
明
ら
か
に
な
る
と
お
思
い
な
の
で
す
か
。」
と
尋
ね
る
と
、
王
守
仁
は
こ
う

答
え
た
と
い
う
。「
私
の
学
問
は
、
ど
う
し
て
あ
ま
ね
く
天
下
の
士
に
語
る
こ
と
が

で
き
よ
う
か
。
い
ま
『
会
試
録
』
は
、
奥
深
い
村
里
で
あ
っ
て
も
、
行
き
渡
ら
ぬ
と

こ
ろ
は
な
い
。
私
の
学
問
が
間
違
っ
て
い
る
以
上
、
天
下
に
は
必
ず
や
真
に
正
し
い

学
を
求
め
る
者
が
立
ち
現
れ
よ
う
。」
と
。注
⑥　

　

な
お
、
こ
の
時
銭
徳
洪
と
同
じ
く
下
第
し
た
王
畿
は
、
そ
の
三
年
後
の
会
試
が
間

近
に
せ
ま
っ
た
時
期
に
科
挙
の
受
験
そ
の
も
の
を
放
棄
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
そ

の
王
畿
に
対
し
て
、
王
守
仁
は
、
彼
の
受
験
が
陽
明
学
の
正
し
さ
を
天
下
の
士
人
達

に
知
ら
し
め
る
好
機
で
あ
る
と
そ
の
意
義
を
説
き
、
応
試
す
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
し

て
、
師
の
言
葉
を
承
け
て
王
畿
は
や
む
な
く
会
試
の
受
験
に
赴
き
、
試
験
場
で
は
程

式
に
汲
汲
と
す
る
こ
と
な
く
、
思
い
通
り
の
答
案
を
書
い
て
及
第
し
た
、
と
王
畿
の

伝
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。注

⑦　

　

こ
の
王
畿
の
伝
に
書
か
れ
る
話
が
事
実
通
り
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、

結
局
の
と
こ
ろ
王
守
仁
は
、
弟
子
達
が
積
極
的
に
科
挙
に
参
加
す
る
こ
と
、
さ
ら
に

は
進
士
と
な
っ
て
官
界
に
出
て
ゆ
く
こ
と
を
や
は
り
望
ん
で
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
心
中
に
は
弟
子
達
の
社
会
に
お
け
る
活
躍
が
、
や
が
て
は
自
己
の
学
説

が
天
下
に
広
ま
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

二
、
陽
明
学
と
科
挙

（
一
）、
王
守
仁
の
制
義

　
「
良
知
」
の
学
が
聖
学
で
あ
れ
ば
、「
良
知
」
に
忠
実
に
書
い
た
答
案
は
当
然
、
科

挙
の
場
で
し
か
る
べ
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
、
王
守
仁
に
は
そ
う

い
っ
た
信
念
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
王
守
仁
自
身
に

は
、
あ
え
て
科
挙
試
験
の
場
で
自
ら
の
学
説
を
声
高
に
喧
伝
し
て
、
朱
子
学
と
対
決

し
よ
う
と
い
う
意
図
ま
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。注
⑧　

　

王
守
仁
が
科
挙
を
受
験
し
た
際
に
は
、
朱
熹
の
学
説
を
答
案
で
公
然
と
批
判
す
る

こ
と
は
そ
も
そ
も
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
そ
の
後
、
弘
治
十
七

年
（
一
五
〇
四
）
に
山
東
郷
試
の
主
考
官
を
務
め
た
時
に
も
、
公
然
と
朱
子
学
批
判
を

展
開
し
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。

　

清
の
俞
長
城
は
、『
可
儀
堂
一
百
二
十
名
家
制
義
』
巻
六
「
題
王
陽
明
稿
」
に
お

い
て
、
王
守
仁
の
制
義
（
八
股
文
）
を
評
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

士
之
立
於
天
下
、
曰
氣
節
、
曰
事
業
、
曰
文
章
。
三
不
朽
備
而
人
以
傳
。
陽
明
先

生
始
拒
劉
瑾
、
氣
節
著
矣
。
繼
定
宸
濠
、
事
業
隆
矣
。
所
作
古
今
文
久
而
益
新
、

文
章
可
謂
盛
矣
。
而
後
世
少
之
曰
、
道
學
僞
也
。
夫
道
學
竟
在
三
者
之
外
哉
。
良

知
之
説
、
發
於
孟
氏
、
陽
明
以
此
敎
人
、
亦
高
明
者
所
見
太
偏
、
以
云
盡
非
殆
未

也
。
論
者
見
其
門
人
不
類
、
追
咎
厥
師
。
夫
卜
子
之
篤
實
而
田
・
莊
變
爲
虚
無
、

荀
卿
之
正
大
而
韓
・
李
變
爲
名
法
、
周
無
曾
・
孔
、
宋
無
程
・
朱
、
鮮
有
得
其
傳
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者
、
豈
可
獨
罪
陽
明
哉
。
呂
晩
村
善
論
時
文
、
而
攻
陽
明
者
太
過
。
予
故
録
其
文

而
辨
之
。
至
其
文
謹
守
傳
註
、
極
醇
無
疵
、
此
又
不
待
辨
而
自
傳
者
矣
。

王
守
仁
の
制
義
は
少
な
か
ら
ず
伝
存
し
て
い
る
が
、
実
際
、「
伝
註
を
謹
守
」
し
た

も
の
が
多
く
、
そ
の
学
問
の
特
色
を
鮮
明
に
し
た
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
は
、

管
見
の
限
り
見
ら
れ
な
い
。

（
二
）、
陽
明
門
下
と
科
挙

　
『
可
儀
堂
一
百
二
十
名
家
制
義
』
に
は
、
鄒
守
益
（
字
は
謙
之
、
号
は
東
廓
、
安
福
の
人
、

正
徳
六
年
進
士
）、
羅
洪
先
（
字
は
達
夫
、
号
は
念
菴
、
吉
水
の
人
、
嘉
靖
八
年
進
士
）、
季
本
（
字

は
明
徳
、
号
は
彭
山
、
会
稽
の
人
、
正
徳
十
二
年
進
士
）
等
王
守
仁
に
直
接
教
え
を
受
け
た
弟

子
達
や
、
三
伝
の
弟
子
に
当
た
る
楊
起
元
を
は
じ
め
王
守
仁
に
私
淑
し
た
思
想
家
達

の
制
義
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
王
守
仁
の
高
弟
と
し
て
著
名
な
士
人

達
の
制
義
の
作
風
に
対
し
て
、
俞
長
城
は
皆
基
本
的
に
功
令
を
遵
守
し
た
正
統
派

と
し
て
の
評
価
を
付
与
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
巻
八
「
題
季
彭
山
稿
」
に
は
、

新
建
之
學
、
衍
於
正
嘉
、
而
盛
於
隆
萬
。
季
彭
山
師
承
陽
明
。
著
書
數
百
萬
言
、

皆
行
於
世
。
夫
宗
陽
明
者
、
其
説
不
能
無
弊
、
而
大
旨
歸
於
心
得
、
是
以
可
傳
。

然
終
不
以
入
時
文
。
時
文
必
宗
考
亭
。
考
亭
正
宗
也
。
象
山
旁
支
也
。
上
以
正

取
、
下
以
正
應
。
所
以
大
居
正
而
定
一
尊
也
。
彭
山
制
義
、
恪
守
傳
註
、
謹
嚴
法

度
、
陽
儒
陰
釋
之
語
、
無
能
渉
其
筆
端
、
與
口
談
考
亭
而
文
詞
浮
誕
者
相
去
絶

遠
。
孝
友
性
生
、
文
武
兼
長
、
逆
拒
宸
濠
、
與
陽
明
相
應
、
人
生
在
三
、
事
之
如

一
。
其
文
行
、
豈
有
遺
議
哉
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
伝
註
を
恪
守
」
し
、「
考
亭
を
宗
」
と
し
、
陽
明

学
を
挙
業
に
持
ち
込
む
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
王
守
仁
と
そ
の
高
弟
達
の

制
義
を
批
評
し
た
人
々
の
文
章
に
は
よ
く
見
ら
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、

陽
明
学
の
思
想
を
宗
旨
と
し
た
王
門
の
高
弟
達
の
制
義
が
批
判
さ
れ
て
い
る
具
体
例

は
今
の
と
こ
ろ
探
し
出
せ
て
い
な
い
。

　

と
は
い
え
、
以
上
の
こ
と
が
、
王
守
仁
の
直
弟
子
達
が
科
挙
の
場
で
は
全
く
師
説

に
従
わ
ず
に
、
当
時
の
正
統
教
学
た
る
朱
子
学
に
の
み
忠
実
に
従
っ
た
こ
と
を
意
味

す
る
の
か
と
い
う
と
、
全
く
そ
う
と
も
言
い
切
れ
な
い
。

　

制
義
の
例
で
は
な
い
が
、
先
述
の
嘉
靖
二
年
会
試
に
お
い
て
、
こ
の
時
同
じ
く
会

試
に
臨
ん
だ
欧
陽
徳
（
字
は
崇
一
、
号
は
南
野
、
泰
和
の
人
）、
王
臣
（
字
は
公
弼
、
南
昌
の

人
）、
魏
良
弼
（
字
は
師
説
、
号
は
水
洲
、
新
建
の
人
）
等
は
、
師
王
守
仁
の
学
説
を
直
接
答

案
に
書
い
て
は
ば
か
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
合
格
者
の
列
に
加
え
ら
れ

た
、
と
伝
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
、『
明
儒
学
案
』
巻
二
十
八
「
楚
中
王
門
学
案
」
の

冀
元
亨
（
字
は
惟
乾
、
号
は
闇
斎
、
武
陵
の
人
）
の
伝
に
拠
れ
ば
、
正
徳
十
一
年
（
一
五
一
六
）、

湖
広
郷
試
に
お
い
て
、
考
試
官
が
「
格
物
致
知
」
を
策
題
で
問
う
た
と
こ
ろ
、
冀
元

亨
は
朱
熹
の
「
集
注
」
に
従
わ
ず
に
、
王
守
仁
よ
り
受
け
た
学
説
で
対
策
を
書
い
た

が
、
主
考
官
は
そ
の
内
容
を
優
れ
て
い
る
と
評
価
し
て
合
格
さ
せ
た
と
い
う
。注
⑨　

　

こ
の
よ
う
な
話
は
恐
ら
く
他
に
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
た
だ
、
管
見
の
限
り

で
は
、
や
は
り
珍
し
い
例
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
も
そ
も
、
当
時
の
政

治
的
・
社
会
的
状
況
か
ら
し
て
、
科
挙
の
場
で
公
然
と
王
守
仁
の
学
説
を
持
ち
出
す

こ
と
は
、
王
守
仁
の
弟
子
達
の
間
で
も
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
考
え
る

方
が
自
然
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
上
記
の
例
は
い
ず
れ
も
「
策
題
」
を
め
ぐ
る
事
例

で
あ
っ
て
、
明
中
期
以
降
の
科
挙
で
最
も
重
要
視
さ
れ
注
目
を
集
め
た
制
義
に
お
け

る
事
例
で
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
明
一
代
の
制
義
に
精
通
し
、
挙
業
界
の
権
威
の
一
人
で
あ
っ
た
艾
南

英
（
字
は
千
子
、
東
郷
の
人
、
天
啓
四
年
挙
人
）
は
、『
天
庸
子
集
』
巻
一
「
今
文
待
序
篇
下
」

に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

あ
あ
、
挙
業
に
お
い
て
最
初
に
禅
の
説
を
書
い
た
の
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
起

源
を
探
っ
て
み
る
に
、
思
う
に
一
二
の
聡
明
で
才
知
の
鋭
い
連
中
が
、
先
儒
の
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「
敬
」
の
義
や
「
誠
明
」、「
窮
理
格
物
」
の
説
を
嫌
っ
て
、
簡
便
を
喜
ん
で
束
縛

を
忌
み
嫌
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
。
そ
の
端
緒
は
南
宋
の
末
に
起
こ
り
、
楊
慈
湖

（
名
は
簡
、
字
は
敬
仲
、
慈
谿
の
人
、
乾
道
五
年
進
士
）
の
書
が
最
も
知
ら
れ
て
い
る
。
明

初
に
は
、
功
令
が
厳
密
で
、［
挙
子
は
］
程
子
・
朱
子
の
言
で
な
け
れ
ば
従
わ
な

か
っ
た
。
思
う
に
［
王
守
仁
が
］「
良
知
」
の
説
を
つ
ま
み
出
し
て
か
ら
、
士
人
は

や
や
学
を
異
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
私
が
彼
ら
の
書
を
見
て
み
る

に
、
師
友
の
講
論
を
通
じ
て
教
え
を
立
て
宗
旨
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
だ
け
で
あ

る
。
い
ま
だ
［
自
己
の
学
説
を
］
挙
業
に
持
ち
込
ん
で
は
い
な
い
。
彼
の
弟
子
の
龍

渓
・
緒
山
は
、
師
の
説
を
明
ら
か
に
し
て
、
行
き
過
ぎ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
や

は
り
［
そ
れ
を
］
挙
業
に
ま
で
持
ち
込
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
龍
渓
の
挙
業
は
伝
わ

ら
な
い
が
、
陽
明
・
緒
山
［
の
挙
業
］
は
［
残
っ
て
お
り
］、
は
っ
き
り
調
べ
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
文
章
を
考
察
し
て
み
る
に
、
細
か
く
心
を
配
り
慎
み
深
く
、
ほ

し
い
ま
ま
に
自
ら
朱
子
の
学
に
異
を
唱
え
る
よ
う
な
と
こ
ろ
は
も
と
よ
り
無
い
。

そ
れ
な
ら
ば
、
近
頃
そ
れ
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
い
っ
た
い
誰
か
ら
始
ま
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
し
ば
ら
く
そ
の
姓
名
を
伏
せ
て
お
き
、
そ
の
文
に
注
を
附

す
る
こ
と
で
［
そ
の
人
物
を
］
詳
ら
か
に
し
、
学
ぶ
者
に
宗
門
の
糟
粕
を
挙
業
に
取

り
込
む
悪
し
き
風
習
が
、
こ
の
者
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
を
知
ら
し
め
よ
う
。（
嗚

呼
、
制
擧
業
中
始
爲
禪
之
說
者
、
誰
與
。
原
其
始
、
蓋
由
一
二
聰
明
才
辯
之
徒
、
厭
先
儒
敬
義
誠
明
、

窮
理
格
物
之
說
、
樂
簡
便
而
畏
繩
束
。
其
端
肇
於
宋
南
渡
之
季
、
而
慈
湖
楊
氏
之
書
爲
最
著
。
國
初

時
、
功
令
嚴
密
、
匪
程
・
朱
之
言
、
弗
遵
也
。
蓋
至
摘
取
良
知
之
說
、
而
士
稍
異
學
矣
。
然
、
予
觀

其
書
、
不
過
師
友
講
論
立
教
明
宗
而
已
。
未
嘗
以
入
制
擧
業
也
。
其
徒
龍
谿
・
緒
山
、
闡
明
其
師
之

說
、
而
又
過
焉
、
亦
未
嘗
以
入
制
擧
業
也
。
龍
谿
之
擧
業
不
傳
、
陽
明
・
緒
山
、
班
班
可
考
矣
。
衡

較
其
文
、
持
詳
矜
重
、
若
未
始
肆
然
欲
自
異
於
朱
氏
之
學
者
。
然
則
今
之
爲
此
者
、
誰
爲
之
始
歟
。

吾
姑
爲
隱
其
姓
名
、
而
又
詳
乙
注
其
文
、
使
學
者
知
以
宗
門
之
糟
粕
、
爲
擧
業
之
俑
者
、
自
斯
人
始
。）

艾
南
英
は
名
前
を
伏
せ
て
い
る
が
、
顧
炎
武
は
、『
日
知
録
』
巻
十
八
「
挙
業
」
に

こ
の
文
章
を
引
用
し
て
お
り
、
そ
の
原
注
に
は
、「
萬
曆
丁
丑
科
楊
起
元
」
と
そ
の

名
を
指
摘
し
て
い
る
。『
可
儀
堂
一
百
二
十
名
家
制
義
』
巻
二
十
「
題
楊
貞
復
稿
」

も
典
拠
を
同
じ
く
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

以
禪
入
儒
、
自
龍
溪
諸
公
始
也
。
以
禪
入
制
義
、
自
貞
復
先
生
始
也
。
貞
復
受
業

羅
近
溪
、
次
近
溪
會
語
。
故
其
文
率
多
二
氏
之
言
。
東
鄕
毎
以
爲
訾
。
乃
文
之
從

禪
入
者
、
紕
繆
固
不
堪
入
目
、
偶
有
妙
悟
精
潔
之
篇
、
則
亦
非
人
所
及
。
故
歸
・

胡
、
以
雄
博
深
厚
稱
大
家
、
而
貞
復
與
相
頡
頏
、
其
得
力
處
、
固
不
可
没
也
。
公

入
侍
經
筵
、
崇
志
勤
學
、
幾
於
醇
儒
。
扶
喪
哀
毀
、
感
寒
成
疾
、
近
於
篤
行
。
其

可
議
、
獨
在
文
耳
。
然
、
披
沙
得
金
、
鑿
石
成
璞
、
寶
光
自
著
於
宇
宙
、
烏
得
以

一
家
之
論
掩
之
哉
。

と
指
摘
し
て
い
る
。

　

艾
南
英
等
が
厳
し
く
非
難
す
る
の
は
、「
禅
学
」
を
科
挙
に
取
り
入
れ
た
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
禅
学
」
と
は
、
こ
こ
で
は
「
陽
明
学
」
を
も
含
む
と

考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
艾
南
英
は
、『
天
庸
子
集
』
巻
一
「
歴
科
四
書
程
墨
選

序
」
に
お
い
て
、

…
…
嘉
隆
以
前
、
姚
江
之
書
、
雖
盛
行
於
世
、
而
士
子
擧
業
、
尚
謹
守
程
・
朱
、

無
敢
以
禪
竄
聖
者
。
…
…
自
興
化
・
華
亭
兩
執
政
尊
王
氏
學
、
於
是
隆
慶
戊
辰

『
論
語
』
程
義
、
首
開
宗
門
意
、
端
兆
於
此
矣
。
此
後
浸
淫
、
無
所
底
止
、
科
試

文
字
大
半
、
剽
竊
王
氏
門
人
之
言
、
陰
詆
程
・
朱
。
…
…注
⑩

と
も
述
べ
て
お
り
、
彼
は
、
挙
子
が
挙
業
に
老
荘
の
語
を
公
然
と
持
ち
込
む
よ
う
に

な
っ
た
元
凶
と
し
て
、
陽
明
門
下
の
顕
官
徐
階
（
字
は
子
升
、
号
は
少
湖
・
存
斎
、
華
亭
の

人
、
嘉
靖
二
年
進
士
）
と
李
春
芳
（
字
は
子
実
、
号
は
石
麓
、
興
化
の
人
、
嘉
靖
二
十
六
年
進
士
）

の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
し
て
、
彼
が
禅
学
・
老
荘
と
陽
明

学
と
を
、
正
学
を
な
み
す
る
異
端
の
同
類
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
顧
炎
武
や
俞
長
城
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
共
有
さ
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れ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。

三
、
楊
起
元
に
つ
い
て
―
―
思
想
的
立
場
と
科
挙
観
―
―

（
一
）、
羅
汝
芳
へ
の
帰
依

　

楊
起
元
、
字
は
貞
復
、
号
は
復
所
、
広
東
帰
善
の
人
で
あ
る
。
進
士
及
第
後
、
翰

林
院
編
修
か
ら
、
国
子
監
祭
酒
、
南
京
礼
部
侍
郎
を
へ
て
、
晩
年
に
は
吏
部
侍
郎
兼

侍
読
学
士
に
召
さ
れ
る
が
、
任
官
せ
ず
に
卒
し
た
。
謚
は
文
懿
。注

⑪

彼
は
泰
州
学
派

の
羅
汝
芳
（
字
は
惟
徳
、
号
は
近
渓
、
南
城
の
人
、
嘉
靖
三
十
二
年
進
士
）
に
師
事
し
、
そ
の
思

想
と
人
柄
に
深
く
帰
依
し
た
。
楊
起
元
そ
の
人
の
思
想
は
、
師
の
思
想
を
独
自
に
発

展
さ
せ
、「
其
の
学
は
禅
を
諱
ま
ず
」（『
明
史
』
巻
二
百
八
十
三
「
儒
林
」
二
）、
当
時
の
正

統
教
学
か
ら
は
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
る
。注
⑫　

　

彼
の
思
想
家
と
し
て
の
人
生
を
決
定
づ
け
た
羅
汝
芳
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
、

自
身
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
万
暦
四
年
（
一
五
七
六
）
に
訪
れ
た
南
京
で
意
気
投

合
し
た
黎
允
儒
（
字
は
成
之
、
号
は
文
塘
、
南
城
の
人
）
か
ら
羅
汝
芳
の
学
問
の
こ
と
を
聞

い
て
強
く
慕
う
よ
う
に
な
り
、
そ
し
て
、
楊
起
元
が
そ
の
翌
年
の
会
試
に
及
第
し
北

京
で
翰
林
院
に
入
っ
た
時
に
、
ち
ょ
う
ど
皇
帝
生
誕
の
万
寿
節
に
使
節
と
し
て
上
京

し
た
羅
汝
芳
と
出
会
い
そ
の
弟
子
に
な
っ
た
の
だ
と
言
う
。注

⑬

彼
に
と
っ
て
羅
汝
芳
と

の
出
会
い
は
、
そ
の
思
想
を
根
底
か
ら
革
新
し
、
さ
ら
に
は
人
生
観
ま
で
大
き
く
変

え
る
よ
う
な
ま
さ
に
運
命
的
な
出
会
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
尊
崇
ぶ
り
は
、『
広
東
新

語
』
巻
十
「
事
師
」
に
、

　

楊
復
所
之
於
近
溪
、
無
須
臾
離
。
亦
圖
小
像
事
之
、
歲
時
與
同
志
祭
奠
。

と
言
い
、『
小
心
斎
箚
記
』
巻
十
四
に
、

　

羅
近
溪
以
顏
山
農
爲
聖
人
、
楊
復
所
以
羅
近
溪
爲
聖
人
。

と
言
う
ほ
か
様
々
な
逸
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
信
仰
に
も
似
た
も
の
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

　

な
お
、
後
述
す
る
広
東
郷
試
で
首
席
と
な
っ
た
際
の
座
師
周
思
久
（
字
は
子
徴
、
号

は
柳
堂
・
柳
塘
、
麻
城
の
人
）
は
羅
汝
芳
と
同
年
で
あ
り
、
両
者
の
間
に
は
密
接
な
交
流

が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
周
思
久
は
、
弟
の
思
敬
（
号
は
友
山
）
と
と
も
に
李
贄

（
原
名
は
載
贄
、
号
は
卓
吾
・
温
陵
居
士
、
晋
江
の
人
、
嘉
靖
三
十
一
年
挙
人
）
を
麻
城
の
芝
仏
院

に
招
い
た
人
物
で
あ
っ
て
、
李
贄
が
晩
年
に
交
遊
し
た
人
物
の
中
で
は
、
最
も
近
し

い
立
場
に
あ
っ
た
一
人
で
も
あ
っ
た
。
楊
起
元
を
取
り
巻
い
た
こ
の
よ
う
な
人
脈
も

ま
た
彼
の
思
想
を
考
え
る
上
で
看
過
で
き
な
い
。

（
二
）、
科
挙
と
の
関
わ
り
―
―
挙
子
と
し
て
―
―

　

楊
起
元
は
隆
慶
元
年
（
一
五
六
七
）
に
広
東
郷
試
で
解
元
と
な
っ
た
。『
隆
慶
元
年

広
東
郷
試
録
』
は
伝
存
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
時
に
楊
起
元
が
書
い
た

と
さ
れ
る
『
中
庸
』
第
十
二
章
の
「
詩
云
鳶
飛
～
察
乎
天
地
」
の
題
に
対
す
る
制
義

の
文
章
は
、
明
清
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
制
義
の
撰
集
の
類
に
載
録
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
、
後
述
す
る
『
証
道
続
義
』
巻
下
に
も
収
め
ら
れ
て
い
て
容
易
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
。注
⑭　

　

郷
試
で
は
首
席
で
あ
っ
た
楊
起
元
は
、
そ
の
後
、
隆
慶
二
年
会
試
、
五
年
会
試
、

万
暦
二
年
の
会
試
に
は
連
続
し
て
下
第
し
、
よ
う
や
く
万
暦
五
年
の
会
試
に
第
二
十

名
で
及
第
し
、
殿
試
で
は
第
二
甲
第
五
名
で
あ
っ
た
。注
⑮

同
年
に
は
、
講
学
の
友
周
汝

登
（
字
は
継
元
、
号
は
海
門
、
嵊
県
の
人
）、
彼
の
伝
を
書
い
た
鄒
元
標
（
字
は
爾
瞻
、
号
は
南

皋
、
吉
水
の
人
）、『
証
道
続
義
』
に
評
語
を
書
い
た
馮
夢
禎
（
字
は
開
之
、
号
は
具
区
、
秀

水
の
人
）
が
い
た
。
会
試
の
際
の
制
義
は
、『
論
語
』
子
路
篇
「
子
貢
問
曰
何
如
斯
～

次
矣
」
の
題
に
対
す
る
答
案
が
や
は
り
制
義
の
撰
集
、
そ
し
て
『
証
道
続
義
』
巻
下

に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
郷
試
の
も
の
と
同
様
こ
の
頃
に
彼
が
書
い
た
制
義
に
は
、

明
確
に
陽
明
学
あ
る
い
は
釈
老
の
影
響
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
も
の
は
な
い
よ
う
に
思



明代科挙と陽明学──楊起元の制義を中心に──（ 23 ）

う
。
も
と
よ
り
、
今
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
制
義
あ
る
い
は
論
、
策
の
文
章
に
そ
の

よ
う
な
文
章
が
皆
無
で
あ
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
た
だ
、
楊
起
元
が
『
楊
太

史
家
蔵
文
集
』
巻
三
「
象
山
先
生
集
要
序
」
に
お
い
て
、

…
…
予
結
髪
從
事
朱
學
、
而
隨
聲
謗
陸
者
。
久
之
、
心
地
無
所
發
明
、
因
多
衡
困

幾
喪
其
生
。
幸
吾
師
近
溪
羅
先
生
、
示
予
以
明
明
德
之
説
、
豁
然
有
省
、
於
平
日

所
講
習
所
行
持
、
種
種
輕
便
、
而
無
難
爲
者
、
乃
知
吾
身
之
有
至
寶
如
此
、
而
奈

何
汨
没
之
也
。
從
此
、
以
讀
陽
明
之
書
、
知
其
解
也
、
又
進
而
讀
象
山
之
書
、
又

知
其
解
也
、
掩
卷
而
歎
曰
、
道
在
是
矣
。
…
…

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
の
多
く
の
士
人
と
同
様
、
彼
も
当
初
は
朱
子
学
の
学

習
に
従
事
し
て
陸
・
王
学
を
誹
謗
し
た
の
で
あ
り
、
後
に
艾
南
英
等
が
批
判
す
る
よ

う
な
制
義
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
羅
汝
芳
と
出
会
い
、
終
生
の
師
と
し
て
そ

の
学
問
を
崇
拝
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
三
）、
科
挙
と
の
関
わ
り
―
―
考
官
と
し
て
―
―

　

任
官
の
後
、
彼
は
、
万
暦
十
四
年
の
会
試
同
考
官
、
万
暦
十
六
年
の
福
建
郷
試
正

主
考
官
、
万
暦
十
七
年
の
会
試
同
考
官
、
万
暦
二
十
年
の
会
試
同
考
官
等
を
歴
任
し

て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
そ
の
関
与
の
在
り
方
が
最
も
よ
く
わ
か
る
の
は
、
福
建
郷
試

の
主
考
官
と
し
て
の
仕
事
で
あ
る
。

　
『
万
暦
十
六
年
福
建
郷
試
録
』
は
伝
存
し
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、注
⑯『
楊
太
史
家
蔵
文

集
』
巻
三
に
は
「
福
建
郷
試
録
序
」
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
心
境
や
挙
子
業

へ
の
思
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

…
…
丙
戌
禮
闈
分
校
、
猶
濫
竽
、
茲
雖
論
鄕
秀
、
顧
獨
受
事
、
始
自
懼
然
殫
精
竭

力
、
期
得
眞
才
、
以
圖
報
賽
、
實
臣
之
願
也
。
臣
乃
惟
曩
習
擧
子
業
時
、
守
恭
度

不
敢
錯
半
語
、
以
觀
近
士
之
文
、
盡
蕩
先
輩
之
法
式
。
然
天
下
之
英
士
、
皆
趨
于

是
、
其
勢
不
得
不
収
。
今
幸
、
皇
上
充
禮
臣
議
預
頒
『
擧
業
正
式
』
於
天
下
。
不

啻
三
令
五
申
、
天
下
士
有
仍
其
舊
習
而
不
變
者
、
亦
鮮
矣
。
臣
得
安
意
以
平
生
所

學
擇
士
、
是
又
臣
之
所
大
幸
也
。
臣
又
惟
、
天
下
俗
文
勝
而
質
渝
。
士
之
學
也
、

質
在
明
理
而
以
競
治
文
辭
渝
、
主
司
之
校
文
也
、
質
在
得
士
而
以
代
飾
羔
雉
渝
。

文
之
趨
靡
、
所
底
止
国
家
煕
運
方
隆
、
宜
醞
醸
其
精
華
、
含
蓄
其
光
彩
、
以
與
天

地
無
極
、
不
宜
使
文
有
枝
葉
明
甚
。
臣
本
不
文
、
又
奉
明
詔
從
事
、
願
先
質
以
爲

閩
士
倡
、
凡
此
皆
自
盟
於
心
。
…
…

…
…
臣
復
思
之
、
士
今
所
爲
文
、
徒
以
應
擧
云
耳
。
自
應
擧
之
外
、
一
無
所
用
。

而
大
臣
惓
惓
以
爲
言
至
厪
、
屢
旨
切
責
、
必
欲
如
式
而
止
、
何
也
。
蓋
文
者
、
心

術
之
所
形
也
。
今
士
雖
以
文
取
、
實
以
心
用
、
文
不
如
式
、
猶
可
言
也
。
心
不
如

式
、
其
將
若
何
。
凡
人
心
受
中
以
生
、
莫
不
各
有
自
然
之
則
。
而
先
民
有
作
尤
、

后
世
所
爲
楷
也
。
近
而
一
身
、
遠
而
家
国
天
下
、
大
而
倫
屬
、
細
而
至
于
一
藝
一

技
、
莫
不
有
古
人
之
成
法
。
而
能
不
自
用
、
以
恪
遵
古
人
之
成
法
者
、
乃
吾
人
受

中
以
來
之
眞
心
。
然
浮
氣
驕
習
、
毎
足
以
勝
之
。
我
朝
以
文
取
士
也
、
其
式
至

嚴
。
若
曰
、
国
家
倚
士
以
爲
用
、
而
听
其
習
氣
之
所
成
、
凡
何
不
敗
、
乃
事
故
設

制
義
、
教
天
下
士
、
抑
心
俛
志
、
而
涵
養
于
其
中
、
夫
心
熟
於
法
式
之
中
、
而
他

日
効
用
有
横
逸
于
紀
律
之
外
者
、
亦
鮮
矣
。
以
故
二
百
年
來
、
科
目
得
人
爲
盛
。

習
久
而
敝
亦
勢
所
必
至
。
而
大
臣
猶
得
援
式
以
救
之
。
夫
救
也
、
非
以
救
文
、
所

以
救
多
士
之
心
也
。
心
不
可
穻
。
故
特
于
文
之
一
端
、
救
焉
。
多
士
文
如
式
、

即
心
如
式
、
心
如
式
、
即
將
無
所
不
如
式
。
其
立
身
也
、
必
能
服
先
生
之
法
服
、

言
先
生
之
法
言
、
行
先
生
之
法
行
、
其
爲
天
下
国
家
也
、
必
能
不
干
所
訓
、
不
犯

所
咨
、
不
作
聡
明
以
亂
舊
章
、
不
用
側
言
以
改
厥
度
。
由
是
三
揖
而
進
、
一
辭
而

退
、
以
明
節
也
。
…
…

な
お
、
李
贄
は
『
続
蔵
書
』
巻
二
十
二
「
理
学
名
臣
」「
楊
侍
郎
公
起
元
」
に
お

い
て
、

　

…
…
戊
子
、
校
士
八
閩
、
試
策
大
發
所
學
。
同
志
者
、
爭
傳
誦
不
置
。
…
…
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と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
言
う
「
試
策
」
と
は
、
第
三
場
の
策
題
の
こ
と
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
時
の
文
章
と
考
え
ら
れ
る
「
孝
弟
策
」
は
、
楊
起
元
の
『
証
学

編
』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
か
ら
し
て
、
李
贄
が
賞
賛
す
る
の
は
こ
の
策

問
と
対
策
の
程
文
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
ほ
ぼ
間
違
い
あ
る
ま
い
。

　

一
方
、楊
起
元
が
関
わ
っ
た
に
違
い
な
い
こ
の
時
の
制
義
（「
四
書
義
」）
の
出
題
は
、

明
代
の
制
義
の
撰
集
を
調
査
す
る
と
、『
大
学
』
伝
九
章
「
孝
者
所
以
事
～
后
嫁
者

也
」、『
論
語
』
子
路
篇
「
人
之
言
曰
、
爲
君
難
、
爲
臣
不
易
」、『
孟
子
』
滕
文
公
上

篇
「
后
稷
敎
民
～
朋
友
有
信
」
で
あ
っ
た
と
ほ
ぼ
確
定
で
き
る
。
そ
し
て
、「
孝
弟
」

「
赤
子
之
心
」
を
基
盤
と
す
る
羅
汝
芳
の
思
想
的
影
響
を
深
く
受
け
た
楊
起
元
の
思

想
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
う
ち
や
は
り
注
目
す
べ
き
は
、『
大
学
』
伝
九
章
、
す
な

わ
ち
、

孝
者
、
所
以
事
君
也
。
弟
者
、
所
以
事
長
也
。
慈
者
、
所
以
使
衆
也
。「
康
誥
」

曰
「
如
保
赤
子
」、
心
誠
求
之
、
雖
不
中
不
遠
矣
。
未
有
學
養
子
而
后
嫁
者
也
。

と
い
う
出
題
で
あ
ろ
う
。「
孝
弟
策
」
の
出
題
と
も
相
俟
っ
て
、
楊
起
元
の
当
時
の

思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
と
言
え
よ
う
。注
⑰

こ
の
題
目
に
対
し
て
楊
起
元
が
書
い
た

と
さ
れ
る
程
文注

⑱

を
見
る
と
、
中
に
、

「
康
誥
」
嘗
言
之
矣
、
曰
「
如
保
赤
子
。」
今
觀
保
赤
子
者
、
其
求
子
之
欲
也
必

誠
、
其
投
子
之
欲
也
必
中
。
彼
豈
學
養
子
而
後
嫁
哉
。

と
い
う
文
章
が
あ
る
の
が
と
り
わ
け
目
を
引
く
と
言
え
よ
う
。
こ
の
文
章
全
体
の
末

尾
に
附
さ
れ
た
批
語
に
も
、
こ
の
解
釈
を
取
り
上
げ
て
、「
康
誥
節
、
別
是
一
種
理

會
、
大
是
融
洽
。」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
以
て
、
こ
の
制
義
が

釈
・
老
思
想
、
陽
明
学
の
解
釈
を
持
ち
込
む
も
の
だ
と
の
非
難
を
浴
び
た
と
も
思
え

な
い
。

（
四
）、
登
第
後
に
お
け
る
挙
業
へ
の
強
い
関
心

　

楊
起
元
は
、
会
試
の
主
考
官
ほ
ど
の
大
役
は
務
め
た
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
少
な

か
ら
ぬ
回
数
に
わ
た
っ
て
衡
文
の
責
の
一
端
を
担
っ
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
経
歴
と
関
係
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
彼
が

科
挙
や
挙
業
に
つ
い
て
語
っ
た
文
章
は
多
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
彼
が

挙
業
に
対
し
て
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
文
章
が
あ
る
。
例
え

ば
、『
楊
太
史
家
蔵
文
集
』
巻
三
「
題
冏
伯
時
義
」
に
は
、

孔
子
之
教
、
從
天
性
中
、
建
立
一
切
經
世
法
。
故
其
言
出
神
入
化
、
未
易
窺
測
。

世
儒
益
之
以
傳
註
、
後
學
贅
之
以
講
章
、
近
士
蒙
之
以
時
義
。
雖
中
天
之
體
原
無

晦
昧
、
而
擧
世
豊
蔀
、
殊
可
憐
憫
。
有
識
之
士
、
未
嘗
深
思
以
求
其
至
、
反
厭
薄

擧
業
、
而
別
求
之
古
文
。
嗟
夫
、
苟
無
得
於
道
、
欲
求
一
言
之
幾
、
不
可
得
。
奈

何
以
文
辨
古
今
哉
。
予
性
極
拙
少
業
是
頗
苦
心
。
登
第
時
、
尚
莽
莽
潰
潰
。
至

今
、
始
似
略
有
所
窺
者
。
而
奪
於
應
務
、
弗
獲
爲
。
毎
欲
歸
山
中
、
屏
絶
紛
慮
、

肆
力
於
是
、
以
極
其
所
至
、
而
未
能
得
。
…
…

と
述
べ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
が
制
義
の
撰
集
の
た
め
に
献
じ
た
文
章
で
あ
る
か
ら
、

こ
こ
で
楊
起
元
が
時
文
を
称
揚
し
て
い
る
の
は
少
々
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
有
識
の
士
が
時
文
を
軽
ん
じ
る
の
を
批
判
し
た
上
で
、
自

分
自
身
は
、
山
中
で
閉
居
し
、
時
文
を
極
め
た
い
と
常
々
思
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い

る
の
な
ど
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
楊
起
元
と
制
義
と
の
密
接
な
関
わ
り
を
想
起
す
る

と
大
変
興
味
深
い
発
言
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
彼
が
自
ら
と
は
直
接
関
わ
り
の
な
い
科
の
科
挙
の
出
題
に
ま
で
関
心

を
寄
せ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
資
料
も
残
さ
れ
て
い
る
。『
証
学
編
』
巻
三
「
道
院

会
記
」
は
、
万
暦
二
十
五
年
に
許
孚
遠
（
字
は
孟
中
、
号
は
敬
菴
、
徳
清
の
人
、
嘉
靖
四
十
一

年
進
士
）と
南
京
の
神
楽
道
院
で
講
学
を
行
っ
た
際
の
記
録
で
あ
る
。こ
の
文
章
か
ら
、

楊
起
元
は
、
講
学
会
で
『
孟
子
』
告
子
上
篇
の
「
孟
子
曰
牛
山
之
木
嘗
美
矣
～
」
の
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章
の
講
義
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
講
義
を
行
っ
た
き
っ
か
け
は
、
郷
試

で
『
孟
子
』
告
子
上
篇
の
「
苟
得
其
養
～
」
の
四
句
が
出
題
さ
れ
た
の
に
感
じ
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
て
、
こ
の
章
全
体
の
経
説
を
ま
と
め
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
。注

⑲　

歳
在
丁
酉
八
月
十
有
八
日
、
敬
菴
許
公
祖
、
與
會
同
志
於
神
樂
道
院
。
…
…
先

是
、
予
不
侫
、
因
鄕
試
命
題
『
孟
子
』「
苟
得
其
養
」
四
句
、
有
感
而
著
此
章
全

説
。
内
云
…
…

『
孟
子
』
告
子
上
篇
の
「
苟
得
其
養
～
」
の
四
句
が
出
題
さ
れ
た
郷
試
と
い
う
の
は
、

管
見
に
よ
る
限
り
、
万
暦
二
十
五
年
（
一
五
九
七
）
の
応
天
府
郷
試
の
こ
と
と
考
え
る

ほ
か
な
い
。注
⑳

こ
の
時
、
楊
起
元
は
南
京
の
礼
部
に
在
職
中
で
あ
っ
た
。
郷
試
の
第
一

場
「
四
書
義
」
の
試
験
は
、
八
月
九
日
か
ら
始
ま
り
、
す
ぐ
に
貢
院
外
に
も
出
題
が

伝
わ
っ
た
は
ず
で
は
あ
る
が
、
彼
は
そ
れ
に
い
ち
早
く
反
応
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
は
や
は
り
注
目
す
べ
き
興
味
深
い
逸
話
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

当
時
の
一
般
の
士
人
に
比
べ
て
、
楊
起
元
が
格
別
に
科
挙
に
関
心
が
高
か
っ
た
か

ど
う
か
を
具
体
的
に
検
証
す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
が
、
上
述
の
点
を
考
慮
す
れ

ば
、
楊
起
元
が
進
士
と
な
っ
て
以
降
も
挙
業
の
意
義
を
重
ん
じ
、
制
義
に
つ
い
て
も

強
い
関
心
を
抱
き
続
け
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。

四
、
楊
起
元
の
制
義

（
一
）、『
証
道
書
義
』
に
つ
い
て

　

楊
起
元
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
言
及
し
た
資
料
以
外
に
も
、
制
義
の
文
章
を
中
心

に
、
科
挙
の
答
案
が
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
い
る
。注
㉑

ま
た
彼
に
は
、
自
ら
の
思
想
を

制
義
や
論
の
か
た
ち
を
か
り
て
表
出
し
た
『
証
道
書
義
』
二
巻
、『
証
道
書
義
続
選
』

二
巻
の
著
作
も
あ
る
。注
㉒

こ
の
う
ち
『
証
道
書
義
』
は
、
巻
頭
に
万
暦
二
十
五
年
四
月

の
閻
士
選
（
字
は
儁
甫
、
号
は
立
吾
、
江
都
の
人
、
万
暦
八
年
進
士
）
序
を
冠
し
、
上
下
二
巻

と
も
巻
頭
に
「
楊
起
元
著
、
周
汝
登
評
、
胡
龍
徴
校
」
と
記
す
。
一
方
、『
証
道
書

義
続
選
』
の
方
は
序
文
は
無
く
、
巻
一
の
巻
頭
に
は
「
楊
起
元
著
、
閻
士
選
評
、
胡

龍
徴
校
」
と
あ
り
、
巻
二
の
方
は
「
楊
起
元
著
、
馮
夢
禎
評
、
胡
龍
徴
校
」
と
あ

る
。
校
訂
に
あ
た
っ
た
胡
龍
徴
の
伝
は
未
詳
で
あ
る
が
、
楊
起
元
と
同
様
羅
汝
芳
を

篤
く
崇
拝
し
た
進
士
同
年
の
周
汝
登
や
、
同
じ
く
羅
汝
芳
に
師
事
し
た
同
年
の
馮
夢

禎
が
「
評
」
を
担
当
し
て
い
る
の
は
甚
だ
興
味
深
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
楊
起
元
は
こ
の
『
証
道
書
義
』
二
巻
、『
証
道
書
義
続
選
』
二
巻
の

出
版
よ
り
前
に
も
、
自
己
の
制
義
の
文
章
を
集
め
て
出
版
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
。
周
汝
登
の
『
東
越
証
学
録
』
巻
九
「
題
楊
太
史
四
書
併
稿
」
に
は
、

太
史
復
所
楊
公
製
有
「
四
書
近
義
」
若
干
首
、
合
併
舊
作
而
付
之
梓
以
行
。
此
不

過
經
生
之
業
耳
、
而
妙
悟
在
筆
墨
蹊
徑
之
外
。
讀
者
文
視
之
則
文
、
義
求
之
則

義
、
神
會
之
則
神
。
…
…

と
言
い
、
同
「
題
重
刻
評
選
楊
太
史
公
時
義
」
に
は
、

太
史
復
所
楊
公
、
於
學
無
時
無
事
非
講
也
。
而
茲
且
以
時
義
爲
講
。
公
有
『
四
書

合
併
義
』
二
帙
。
余
已
序
行
之
、
而
於
中
又
選
其
最
精
者
數
十
首
、
加
以
批
評
、

以
宣
洩
其
妙
詣
、
而
梓
之
留
都
。
蓋
余
於
公
文
有
獨
契
、
而
公
亦
語
曰
、「
子
無

論
物
色
我
者
、
即
所
批
剥
瑕
類
處
、
宜
存
以
示
吾
兩
人
之
相
信
也
。」
夫
今
天
下

文
弊
極
矣
。
而
救
之
者
、
須
抜
其
根
、
抜
文
弊
之
根
、
必
先
明
學
、
學
明
則
文

正
、
茲
文
是
其
左
券
可
以
作
則
。
故
余
重
梓
以
行
。
…
…

と
言
う
の
で
、
楊
起
元
は
、
ま
ず
は
『
四
書
合
併
義
』
二
帙
を
出
版
し
、
そ
の
後
に

そ
の
中
の
最
も
優
れ
た
文
章
を
選
ん
で
、
周
汝
登
が
そ
れ
に
批
評
を
加
え
て
留
都

（
南
京
）
で
出
版
し
た
よ
う
で
あ
る
。
思
う
に
、
こ
れ
が
現
存
の
『
証
道
書
義
』
二
巻

に
あ
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、『
証
道
書
義
』
出
版
の
後
、
さ
ら
に
こ
れ
に

未
収
録
の
制
義
を
集
め
て
『
証
道
書
義
続
選
』
二
巻
を
続
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
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と
こ
ろ
で
、
李
贄
の
『
続
焚
書
』
巻
一
「
与
焦
弱
侯
」
に
は
、注
㉓
　

…
…
此
間
近
得
柳
老
高
徒
楊
門
生
上
壽
一
書
、
弟
甚
喜
後
輩
有
人
、
可
爲
斯
文

慶
、
亦
可
爲
朝
廷
異
日
慶
、
謹
以
書
稿
奉
覽
、
俾
同
喜
也
。
其
所
著
「
大
人
不
失

赤
子
之
心
」
等
時
文
、
及
「
幾
希
」「
不
貳
」
與
「
志
尹
學
顔
」
三
論
、
既
係
刻

本
、
則
白
下
自
當
有
之
、
若
猶
未
有
、
可
煩
索
取
觀
之
、
便
見
其
人
也
。
實
可

喜
、
深
可
喜
。
斯
文
寥
寥
如
此
、
安
得
不
令
人
生
難
得
之
遭
乎
。
此
人
學
已
入
信

位
、
從
此
精
微
圓
妙
不
難
矣
。
幸
兄
達
弟
相
慕
之
懐
、
使
其
肯
以
片
言
教
弟
、
則

弟
雖
家
居
、
當
參
訪
萬
倍
矣
、
以
參
訪
未
必
遇
其
人
也
。
…
…

と
述
べ
て
い
る
。
彼
が
楊
起
元
の
「
大
人
不
失
赤
子
之
心
」
等
の
制
義
や
論
の
文
章

を
何
に
よ
っ
て
見
た
の
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、『
四
書
合
併
義
』
で
見
た
可
能
性
も

高
い
で
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
楊
起
元
と
交
流
の
深
い
人
物
を
中
心
に
、
彼
の
制
義

や
論
の
文
章
が
好
ん
で
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

上
述
の
よ
う
に
、
楊
起
元
が
受
験
生
や
試
験
官
と
し
て
参
加
し
た
郷
試
・
会
試
の

文
章
に
は
、
禅
語
や
老
荘
の
語
彙
は
も
と
よ
り
、
明
ら
か
に
陽
明
学
の
特
色
と
指
摘

で
き
る
よ
う
な
主
張
を
直
接
見
い
だ
す
こ
と
は
難
し
い
。
と
こ
ろ
が
、『
証
道
書
義
』

二
巻
、『
証
道
書
義
続
選
』
二
巻
に
つ
い
て
見
れ
ば
、「
当
下
」「
良
知
」「
心
悟
」

「
真
悟
」「
真
知
」「
真
性
」「
合
下
便
是
」
等
、
一
見
し
て
そ
れ
と
わ
か
る
語
彙
、
文

章
が
頻
出
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、『
証
道
書
義
』
に
お
け
る
周
汝
登
の
評
語

に
、「
解
脱
後
語
」「
頂
門
一
着
」「
妙
悟
妙
解
」「
是
一
巻
『
南
華
』
而
更
粹
。」
等

と
述
べ
、『
証
道
書
義
続
選
』
に
お
け
る
馮
夢
禎
の
評
語
に
も
、「
此
作
如
世
尊
初
成

正
覺
、
便
説
『
華
嚴
』
直
接
大
機
、
不
留
餘
法
。
…
…
」「
熟
讀
『
肇
論
』、
方
得
此

題
之
解
、
方
識
此
文
之
妙
。」「
大
是
悟
境
語
、
便
覺
程
・
朱
多
少
費
力
。」
等
と
述

べ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
、
お
よ
そ
「
伝
註
を
謹
守
」
す
る
こ
と
と
は
ほ
ど
遠
い
内
容

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
う
や
っ
て
見
て
み
る
と
、
後
世
楊
起
元
に
向
け
ら
れ
た
「
禅
を
以
て
制
義
に
入

る
」
と
い
う
非
難
は
、
直
接
的
に
は
、
こ
の
『
証
道
書
義
』
二
巻
、『
証
道
書
義
続

選
』
二
巻
の
作
成
と
出
版
に
向
け
て
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。

（
二
）、
制
義
の
内
容
の
例

　

以
下
に
『
証
道
書
義
』
巻
下
か
ら
、
李
贄
が
盛
ん
に
賞
賛
し
た
『
孟
子
』
離
婁
下

篇
の
「
大
人
者
、
不
失
其
赤
子
之
心
者
也
」
の
題
に
対
す
る
制
義
の
文
章
を
引
用
す

る
。注
㉔

　
論
人
之
大
者
、
復
其
初
者
也
。

蓋
人
心
有
初

0

0

0

0

0

、
赤
子
之
心
是
也

0

0

0

0

0

0

。
惟
不
失
焉
、
而
人
斯
大
矣
乎
。

孟
子
之
意
、
若
謂
世
之
人
名
之
以
小
人
、
則
怫
然
不
悦
、
而
聞
大
人
之
名
、
則
又

望
而
震
焉
。
是
未
嘗
知
大
人
之
所
以
爲
大
人
者
也
。

蓋
其
人
之
大
也
、
非
大
以
形
體
、
而
大
此
心
。
心
之
大
也
、
非
大
以
習
心
、
而
大

以
初
心
。
赤
子
者

0

0

0

、
人
之
初
也

0

0

0

0

。
赤
子
之
心

0

0

0

0

、
人
心
之
初
也

0

0

0

0

0

。
繼
天
地
渾
淪
之

體
、
而
方
所
不
能
爲
之
拘
含
、
太
極
動
靜
之
全
、
而
形
迹
不
能
爲
之
囿
。

是
心
也
、
人
人
所
同
有
也
。
而
亦
人
人
所
同
失
也
。

惟
大
人
者
、
稟
得
其
正
而
善
反
以
爲
功
、

　
　
　
　
　

學
得
其
宗
而
不
遠
以
爲
復
。

赤
子
之
知
、
其
良
知
乎
。
而
大
人
者
、
頓
悟
此
知
之
無
窮
盡
、
而
依
良
知
以
爲

知
。
世
咸
以
不
思
而
得
者
稱
大
人
、
而
不
知
其
所
以
不
思
而
得
者
、
即
赤
子
不
慮

而
知
之
體
、
而
未
嘗
分
毫
益
也
。（
赤
子
の
知
と
は
、「
良
知
」
の
こ
と
な
の
だ
。
大
人
は
、

こ
の
知
が
窮
ま
り
な
い
こ
と
を
頓
悟
し
、「
良
知
」
に
依
拠
し
て
「
知
る
」
の
で
あ
る
。
世
人
は
み
な

「
思
わ
ず
し
て
得
る
」
者
を
大
人
と
称
す
る
が
、「
思
わ
ず
し
て
得
る
」
原
因
が
、
赤
子
の
「
慮
ら
ず

し
て
知
る
」
本
体
そ
の
も
の
に
あ
り
、
ほ
ん
の
少
し
も
増
し
加
え
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
か

な
い
。）
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赤
子
之
能
、
其
良
能
乎
。
而
大
人
者
、
忽
覺
此
能
之
無
方
體
、
而
依
良
能
以
爲

能
。
世
咸
以
不
勉
而
中
者
稱
大
人
、
而
不
知
其
所
以
不
勉
而
中
者
、
即
赤
子
不
學

而
能
之
眞
、
而
未
嘗
毫
髪
増
也
。（
赤
子
の
能
と
は
、「
良
能
」
の
こ
と
な
の
だ
。
大
人
は
、

こ
の
能
に
一
定
の
範
囲
が
な
い
こ
と
を
忽
然
と
覚
り
、「
良
能
」
に
依
拠
し
て
「
能
く
す
る
」
の
で
あ

る
。
世
人
は
み
な
「
勉
め
ず
し
て
中
る
」
者
を
大
人
と
称
す
る
が
、「
勉
め
ず
し
て
中
る
」
原
因
が
、

赤
子
の
「
学
ば
ず
し
て
能
く
す
る
」
真
心
そ
の
も
の
に
あ
り
、
ご
く
わ
ず
か
も
増
し
加
え
た
も
の
で

は
な
い
こ
と
に
気
づ
か
な
い
。）

雖
曰
大
人
與
天
地
合
德
、
日
月
合
明
、
而
非
大
人
之
自
爲
合
也
。
赤
子
之
心
、
本

合
德
於
天
地
、
本
合
明
於
日
月
、
而
大
人
能
不
失
也
。

雖
曰
大
人
與
四
時
合
序
、
鬼
神
合
吉
凶
、
而
非
大
人
之
自
爲
合
也
。
赤
子
之
心
、

本
合
序
於
四
時
、
本
合
吉
凶
於
鬼
神
、
而
大
人
能
不
失
也
。

人
有
此
心

0

0

0

0

、
而
不
能
自
知

0

0

0

0

0

。
毎
求
多
於
此
心
之
外

0

0

0

0

0

0

0

0

。
故
或
障
於
聞
見
技
能

0

0

0

0

0

0

0

0

、
或0

牿0

於
名
譽
功
利

0

0

0

0

0

、
而
去
赤
子
遠
矣

0

0

0

0

0

0

。
雖
欲
矯
焉
以
爲
大
、
而
終
不
大
也
。

大
人
亦
此
心

0

0

0

0

0

、
而
惟
能
自
知

0

0

0

0

0

、
以
求
復
於
此
心
之
初

0

0

0

0

0

0

0

0

。
故
不
爲
聞
見
技
能
所
障

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、

不
爲
名
譽
功
利
所

0

0

0

0

0

0

0

牿0

、
純
然
一
赤
子
而
已

0

0

0

0

0

0

0

。
雖
日
翼
然
以
爲
小
、
而
終
不
小
也
。

故
堯
舜
之
道
、
巍
巍
蕩
蕩
、
而
不
出
孝
弟
之
外
。

孔
子
之
聖
、
小
魯
小
天
下
、
而
不
爲
已
甚
之
行
。

此
眞
大
人
也
。
眞
赤
子
也
。
人
不
知
反
求
諸
赤
子
之
心
、
而
于
遠
且
難
求
之
者
、

不
可
得
之
道
也
。

抑
論
人
能
不
失
赤
子
之
心
、
則
至
易
至
簡
。
然
所
以
能
不
失
者
、
則
非
易
易
也
。

天
地
道
脈
、
必
有
所
寄
、
千
聖
心
傳
、
不
容
億
度
。
不
然
、
苟
離
百
姓
之
日
用
、

不
知
必
入
於
仁
智
之
見
而
已
。
由
此
求
明
慧
、
則
機
智
生
、
求
混
沌
、
則
冥
罔

作
、
自
以
爲
赤
子
之
心
。
若
是
、
殊
不
知
其
離
之
愈
遠
也
。
嗟
夫
、
學
者
、
其
善

求
心
可
也
。注

㉕　

『
孟
子
』
の
こ
の
条
に
対
し
て
、
朱
熹
の
『
孟
子
集
註
』
巻
八
は
、

大
人
之
心
通
逹
萬
變
、
赤
子
之
心
、
則
純
一
無
僞
而
已
。
然
、
大
人
之
所
以
爲
大

人
、
正
以
其
不
爲
物
誘
、
而
有
以
全
其
純
一
無
僞
之
本
然
。
是
以
擴
而
充
之
、
則

無
所
不
知
、
無
所
不
能
、
而
極
其
大
也
。

と
注
し
て
い
る
。『
四
書
集
註
大
全
』
の
諸
説
も
、
基
本
的
に
こ
の
朱
熹
説
を
羽
翼

す
る
内
容
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
楊
起
元
の
師
羅
汝
芳
の
思
想
を
根
底
か
ら
支
え
た
の
は
「
赤
子
之

心
」
で
あ
り
、
楊
起
元
が
そ
れ
を
師
の
学
説
の
勘
所
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
そ
の
羅
汝
芳
が
「
大
人
不
失
赤
子
之
心
」
に
つ
い
て
語
っ
た
言
葉

は
、
そ
の
遺
著
の
随
所
に
見
え
る
が
、
例
え
ば
、『
近
渓
羅
先
生
一
貫
編
』「
孟
子
」

に
は
朱
熹
の
説
を
批
判
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

問
、「『
大
人
不
失
赤
子
之
心
』、
其
説
維
何
。」
羅
子
曰
、「
凡
看
經
書
、
須
先
得

聖
賢
口
氣
。
如
此
條
口
氣
、
則
孟
夫
子
非
是
稱
述
大
人
之
能
、
乃
是
賛
嘆
人
性
之

善
也
。
蓋
今
世
學
者
、
往
往
信
不
過
孟
子
性
善
之
説
、
皆
由
識
見
之
不
精
。
其
識

見
之
不
精
、
又
皆
由
推
致
之
不
妙
。
觀
孟
子
他
章
、
論
君
子
所
性
仁
義
禮
智
、
根

於
心
。
夫
根
本
者
、
枝
葉
之
所
由
生
者
也
。
不
究
其
所
由
生
之
根
本
、
又
安
能
透

得
夫
枝
葉
之
所
以
爲
善
也
哉
。」
曰
、「
解
者
謂
、注

㉖

大
人
無
所
不
知
、
無
所
不
能
、

而
赤
子
則
一
無
所
知
、
一
無
所
能
、
果
得
根
本
乎
。
亦
還
在
枝
葉
而
已
也
。」
曰
、

「
心
性
是
一
個
神
理
、
雖
不
可
打
混
、
然
實
不
容
分
開
。
如
曰
、
知
得
某
事
善
、

能
得
某
事
善
、
此
即
落
在
知
能
上
説
善
。
所
謂
善
之
枝
葉
也
。
如
曰
、
雖
未
見
其

知
得
某
事
善
、
却
生
而
即
善
知
、
雖
未
見
其
能
得
某
事
善
、
却
生
而
即
善
能
、
此

則
不
落
知
能
説
善
、
而
亦
不
離
知
能
説
善
。
實
所
謂
善
之
根
本
也
。
人
之
心
性
、

但
愁
其
不
善
知
、
不
愁
其
不
知
某
善
某
善
也
。
但
愁
其
不
善
能
、
不
愁
其
不
能
某

事
某
事
也
。
類
觀
夫
赤
子
之
目
、
止
是
明
而
能
視
、
然
未
必
其
視
之
能
辨
也
。
赤

子
之
耳
、
止
是
聰
而
能
聽
、
然
未
必
其
聽
之
能
別
也
。
今
解
者
、
只
落
在
能
辨
能

別
處
、
説
耳
目
而
不
從
聰
明
上
説
起
。
所
以
赤
子
大
人
、
不
惟
説
將
兩
開
、
而
且
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將
兩
無
歸
着
也
。
嗚
呼
、
人
之
學
問
、
止
能
到
得
心
上
、
方
纔
有
個
入
頭
。
據
我

看
孟
子
此
條
、
不
是
説
大
人
方
能
不
失
赤
子
之
心
、
却
是
説
赤
子
之
心
、
自
能
做

得
大
人
。
若
赤
子
之
心
止
大
人
不
失
、
則
全
不
識
心
者
也
。
且
問
、
天
下
之
人
誰

人
無
心
、
誰
人
之
心
不
是
赤
子
原
日
的
心
。
子
如
不
信
、
則
請
徧
觀
天
下
之
耳
、

天
下
之
目
、
誰
人
曾
換
過
赤
子
之
耳
以
爲
耳
、
換
過
赤
子
之
目
以
爲
目
也
哉
。
今

人
言
心
、
不
曉
從
頭
説
心
、
却
説
後
來
心
之
所
知
所
能
、
是
不
認
得
原
日
之
耳

目
、
而
徒
指
後
來
耳
之
所
聽
、
目
之
所
視
者
也
。
此
豈
善
説
耳
目
者
。
噫
、
耳
目

且
然
、
心
無
異
矣
。注
㉗」 

羅
汝
芳
の
主
張
の
眼
目
は
、
孟
子
は
「
大
人
の
能
」
を
賞
賛
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、「
人
性
の
善
」
を
賛
嘆
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
孟
子
は
「
大
人
で
あ
っ
て
こ

そ
赤
子
の
心
を
失
わ
ず
に
い
ら
れ
る
」
と
説
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
赤
子
の
心

そ
れ
自
身
が
大
人
と
成
り
得
る
」
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
り
、「
赤
子
の
心
は
大
人

だ
け
が
失
わ
ず
に
い
ら
れ
る
」
と
考
え
る
の
は
、
全
く
「
心
を
識
ら
な
い
者
」
で
あ

る
、
と
い
う
点
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
改
め
て
楊
起
元

の
制
義
を
見
る
と
、
彼
の
述
べ
る
と
こ
ろ
は
、
朱
熹
の
説注
㉘

を
あ
か
ら
さ
ま
に
批
判
す

る
も
の
で
は
な
い
が
、
文
章
の
主
旨
は
明
ら
か
に
朱
注
を
逸
脱
し
て
羅
汝
芳
の
思
想

を
踏
襲
す
る
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。注

㉙　

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
繁
雑
に
な
る
が
、
楊
起
元
の
制
義
と
、
万
暦
十
五
年
二
月

に
礼
部
が
勅
命
を
受
け
て
刊
行
し
た
『
挙
業
正
式
』（
尊
経
閣
文
庫
蔵
）
巻
二
に
収
め
る

嘉
靖
元
年
応
天
府
郷
試
の
程
文
と
を
比
較
し
て
み
れ
ば
よ
く
わ
か
る
。

大
人
之
所
以
爲
大
人
、
亦
惟
全
其
心
之
初
而
已
。

蓋
人
之
心
、
莫
良
於
赤
子
也
。
而
失
之
者
多
矣
。
不
失
其
初
、
其
斯
以
爲
大
人

乎
。
孟
子
之
意
如
此
。

今
夫
均
是
人
也
、
有
所
謂
大
人
者
、
其
知
則
無
所
不
知
、
明
睿
以
通
微
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
能
則
無
所
不
能
、
而
貞
固
以
達
變
。

居
天
下
之
廣
居
、
立
天
下
之
正
位
、
行
天
下
之
大
道
、
蘊
之
爲
德
行
者
、
若
是
其

大
也
。

動
而
爲
天
下
道
、
行
而
爲
天
下
法
、
言
而
爲
天
下
則
、
發
之
於
事
業
者
、
若
是
其

大
也
。

然
、
其
所
以
爲
大
人
者
、
豈
有
他
哉
。
惟
不
失
其
赤
子
之
心
焉
耳
。

蓋
赤
子
之
心
、
純
一
無
僞
、
是
心
之
本
然
也
。
人
皆
有
之
、
而
其
既
長
也
、

私
意
萌
而
純
者
以
雜
、

人
欲
動
而
一
者
以
離
、
斯
失
之
矣
。

大
人
則
本
體
之
得
乎
天
者
、
不
虧
于
形
生
神
發
之
後
、

　
　
　

本
然
之
具
於
我
者
、
不
鑿
於
知
誘
物
化
之
餘
。

利
欲
交
乎
前
、
不
識
夫
知
、
而
其
心
之
純
一
者
、
猶
夫
赤
子
也
。

情
僞
感
乎
外
、
何
思
何
慮
、
而
其
心
之
純
一
者
、
猶
夫
赤
子
也
。

是
以
、
充
之
而
至
於
無
所
不
能
、
神
明
之
舍
、
萬
物
皆
備
矣
。

所
以
爲
德
行
者
在
是
、

所
以
爲
事
業
者
在
是
。

然
則
大
人
者
、
豈
誠
有
異
於
人
哉
。

抑
赤
子
之
心
、
程
子
之
謂
其
已
發
而
未
遠
乎
道
耳
。
大
人
之
心
、
如
明
鏡
止
水
。

豈
赤
子
之
心
、
所
能
盡
哉
。

要
之
、
大
人
之
心
所
以
然
者
、
正
以
此
心
爲
之
基
、
而
涵
養
擴
充
、
以
極
其
全

耳
。
古
者
、
小
學
自
其
能
食
能
言
、
即
有
所
教
易
於
蒙
也
、
以
養
正
爲
作
聖
之

功
。
然
則
欲
爲
大
人
者
、
當
於
其
所
養
愼
之
。

ま
さ
に
「
伝
註
を
謹
守
」
し
た
と
言
う
べ
き
制
義
で
あ
り
、
内
容
や
語
彙
の
面
で

『
四
書
集
註
大
全
』
に
引
く
諸
説
に
則
し
て
、「
大
人
」
の
「
無
所
不
知
、
無
所
不

能
」
と
「
赤
子
」
の
「
無
所
知
、
無
所
能
」
と
の
差
異
を
前
提
と
し
、「
大
人
は
な

ぜ
大
人
で
あ
る
の
か
」
を
説
明
す
る
論
理
で
書
か
れ
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
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い
。
そ
れ
ゆ
え
、「
大
人
不
失
」「
擴
而
充
之
」
と
い
う
観
点
に
文
章
の
力
点
が
置
か

れ
て
お
り
、
当
下
に
具
足
す
る
「
其
赤
子
之
心
」
の
本
来
性
に
力
点
を
置
く
楊
起
元

の
制
義
と
は
経
文
に
対
す
る
認
識
が
異
な
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
「
大
人
者
、
不
失
其
赤
子
之
心
者
也
」
の
制
義
に
、
老
荘
・
釈
氏
の
説
を
直

接
看
取
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
て
い
る
議
論
は
、
陽
明
学
が
説

い
た
良
知
現
成
の
「
心
学
」
説
そ
の
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。注
㉚　

お
わ
り
に

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
楊
起
元
は
、
制
義
を
は
じ
め
と
す
る
挙
業
の
文
章
に
重

要
な
価
値
を
見
い
だ
し
て
い
た
。
こ
れ
は
李
贄
が
「
時
文
」（
制
義
）
を
天
下
の
至
文

の
一
つ
に
数
え
た注
㉛

の
と
同
様
の
発
想
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

閻
士
選
は
、『
証
道
書
義
』
に
寄
せ
た
序
文
の
中
で
、
制
義
に
対
す
る
楊
起
元
の

思
い
を
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。

聖
人
之
言
、
不
得
已
之
也
。
非
有
意
以
立
之
也
。
謂
立
言
者
、
是
末
學
之
陋
也
。

聖
人
以
天
下
爲
一
家
、
中
国
爲
一
人
、
見
家
人
陷
溺
、
則
必
號
呼
、
遇
身
體
痿

痺
、
則
必
呻
吟
、
豈
得
已
哉
。
…
…
宗
伯
楊
復
所
先
生
學
宗
孔
聖
、
多
所
黙
證
。

然
從
師
友
千
百
問
辨
處
得
之
、
亦
自
不
少
顧
意
孜
孜
未
已
。
日
惟
求
師
求
友
、
以

公
此
學
於
天
下
、
非
好
勞
也
。
學
如
此
其
大
也
。
不
公
此
學
、
而
家
天
下
人
中

國
、
即
非
孔
子
之
學
也
。
茲
製
爲
經
義
若
干
首
、
先
生
豈
夙
習
未
忘
、
故
嗜
之

耶
。
不
得
已
也
。
吾
非
斯
人
之
徒
與
、
而
誰
與
。
以
經
義
者
、
今
世
士
人
所
習

也
。
四
海
之
大
兆
民
之
衆
、
安
得
人
人
提
而
命
之
。
就
士
人
所
習
、
而
以
我
解

經
、
以
文
解
我
、
俾
讀
者
傳
而
思
焉
、
思
而
證
焉
、
方
知
孔
子
爲
人
如
此
其
切
、

而
吾
人
於
孔
子
、
如
此
其
一
也
。
高
皇
之
德
、
意
明
而
眞
才
輩
出
、
非
胥
此
啓
之

哉
。
是
先
生
不
得
已
之
心
也
。
爲
號
呼
莫
醒
、
呻
吟
不
動
者
作
也
。
若
曰
、
先
生

自
公
多
暇
、
游
戯
三
昧
、
則
先
生
惓
惓
憫
惻
、
又
不
知
何
時
已
也
。

閻
士
選
が
特
に
強
調
す
る
の
は
、「
已
む
を
得
ざ
る
の
心
」注
㉜

で
あ
る
。「
経
義
」
と
い

う
の
は
今
の
世
の
士
人
が
ほ
ぼ
例
外
な
く
学
習
に
努
め
る
対
象
で
あ
る
か
ら
、
四
海

の
内
の
「
斯
の
人
の
徒
と
与
に
す
る
」
道
を
求
め
れ
ば
こ
れ
に
関
わ
ら
な
い
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
士
人
達
が
習
得
に
励
む
「
経
義
」
の
作
文
の
形
式
に
即
し
て
、「
我

を
以
て
経
を
解
し
、
文
を
以
て
我
を
解
す
る
」
こ
と
は
、
楊
起
元
に
と
っ
て
、
聖
人

孔
子
の
「
已
む
を
得
ざ
る
」
の
道
を
証
し
、
そ
の
心
と
一
体
化
す
る
上
で
も
「
已
む

を
得
ざ
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。注
㉝　

　

と
こ
ろ
で
、
明
末
に
は
、
経
書
の
「
講
章
」
が
盛
行
し
、
講
章
は
時
文
と
四
書
学

と
の
結
節
点
と
し
て
の
機
能
を
有
し
、
四
書
学
の
成
果
は
、
講
章
を
通
し
て
時
文
の

世
界
に
投
影
さ
れ
、
八
股
文
の
形
式
を
借
り
た
四
書
解
釈
と
し
て
表
現
さ
れ
、
逆
に

作
文
の
要
諦
を
求
め
る
時
文
界
の
要
求
は
、
四
書
学
に
投
影
さ
れ
て
講
章
と
し
て
結

実
し
た
と
さ
れ
る
。注
㉞「
四
書
」
の
講
章
は
、
明
末
の
思
想
家
の
著
作
・
別
集
の
中
に

例
外
な
く
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
含
ま
れ
て
お
り
、
明
末
の
士
人
達
の
重
要
な
思
想
表

現
手
段
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
科
挙
の
試
験
答
案
で
あ
る
制
義

も
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
全
て
の
士
人
が
沢
山
の
文
章
を
作
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し

て
、
士
人
達
の
中
に
は
、
自
信
作
を
ま
と
め
て
「
時
文
稿
」
と
し
て
出
版
し
た
者
も

少
な
く
な
い
。
実
際
、
例
え
ば
黄
宗
羲
撰
『
明
文
海
』（
巻
三
百
七
～
三
百
十
三
）
に
は

非
常
に
多
く
の
「
時
文
稿
」
の
序
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
明
人
の
別
集
の
中
に

も
「
時
文
稿
」
の
序
文
が
散
見
す
る
こ
と
か
ら
も
、
当
時
相
当
数
の
「
時
文
稿
」
が

作
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ら
の
「
時
文
稿
」
の
大
部
分

は
一
時
の
賞
賛
を
得
た
後
に
結
局
散
逸
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
残
存
す
る
も
の
は
ま

れ
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
「
時
文
稿
」
を
ま
と
め
た
い

わ
ば
制
義
の
名
手
の
作
品
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
代
表
作
が
別
集
に
収
載
さ
れ
て
残
っ

て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
は
、
制
義
の
文
章
が
受
験
の
た
め
の
文
章
で
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あ
る
だ
け
に
、
時
の
流
行
に
左
右
さ
れ
や
す
か
っ
た
こ
と
が
大
き
い
が
、
や
は
り
、

当
時
の
士
人
達
の
制
義
に
対
す
る
複
雑
な
心
情
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。注

㉟

　

　

そ
の
よ
う
な
時
代
状
況
の
中
、
講
章
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
制
義
の
世
界
に
ま
で
踏

み
込
ん
で
自
己
の
思
想
的
関
心
や
課
題
を
率
直
に
表
出
し
た
の
が
楊
起
元
で
あ
っ

た
。
彼
の
制
義
が
散
逸
せ
ず
に
現
存
す
る
の
は
、
や
は
り
そ
の
内
容
が
単
な
る
場
屋

の
作
文
の
域
を
超
え
た
、
独
自
の
思
想
的
世
界
を
構
築
し
得
て
い
た
が
故
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
、
羅
汝
芳
や
李
贄
の
思
想
的
影
響
を
強
く
受
け
、
そ
の
上
、
独
自
に
仏

教
思
想
を
取
り
込
み
発
展
さ
せ
た注
㊱

楊
起
元
が
、
制
義
の
中
に
そ
の
思
想
を
率
直
に
盛

り
込
め
ば
、
明
代
の
功
令
で
あ
る
朱
子
学
一
尊
か
ら
逸
脱
し
、
自
ず
と
陽
明
学
や
老

荘
・
釈
氏
の
説
を
も
包
摂
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。『
証
道
書
義
』『
証
道

書
義
続
選
』
所
収
の
諸
篇
に
お
い
て
、
朱
熹
説
か
ら
の
乖
離
が
全
く
無
意
識
に
な
さ

れ
た
と
は
無
論
言
い
き
れ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
当
の
楊
起
元
か
ら

す
れ
ば
、
朱
子
学
の
批
判
自
体
が
そ
の
目
的
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、「
良
知
」「
赤
子

之
心
」
そ
の
も
の
に
立
脚
し
て
自
己
の
真
心
を
発
現
さ
せ
、
そ
の
「
已
む
を
得
ざ
る

心
」
で
制
義
を
作
成
す
れ
ば
、
朱
熹
は
お
ろ
か
王
守
仁
の
学
説
す
ら
相
対
化
し
、
さ

ら
に
は
三
教
の
枠
組
み
を
も
超
越
し
た
立
場
の
文
章
に
な
る
の
は
避
け
よ
う
の
な
い

こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

数
篇
の
文
章
を
除
け
ば
、『
証
道
書
義
』『
証
道
書
義
続
選
』
に
収
め
ら
れ
た
制
義

は
、
実
際
に
場
屋
で
書
か
れ
た
墨
巻
で
も
程
文
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の

中
に
収
め
ら
れ
た
文
章
の
形
式
が
、
当
時
の
士
人
達
の
出
処
進
退
を
大
き
く
左
右
し

た
制
義
の
文
体
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。注
㊲

程
・
朱
学
を
奉
じ
て
制
義

の
正
統
を
自
認
し
、
明
末
の
制
義
の
乱
れ
を
立
て
直
そ
う
と
奮
闘
し
た
艾
南
英
の
よ

う
な
人
々注
㊳

が
、
こ
の
よ
う
な
著
作
の
挙
子
達
へ
の
悪
影
響
を
強
く
危
惧
し
た
の
は
当

然
の
こ
と
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
楊
起
元
が
「
宗
門
の
糟
粕
」
を
持
ち
込
ん

だ
後
、
万
暦
後
半
期
か
ら
天
啓
、
崇
禎
年
間
に
か
け
て
の
時
期
の
制
義
は
、
実
際
に

ど
れ
ほ
ど
陽
明
学
や
釈
氏
・
老
荘
の
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。注

㊴

楊
起
元
以
降

の
制
義
の
文
体
が
い
か
な
る
展
開
を
遂
げ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
論
者

に
と
っ
て
目
下
の
課
題
で
あ
る
。
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
注
㊵

　【
注
】

①
科
挙
に
ま
つ
わ
る
貶
言
は
陳
献
章
も
被
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
李
春
熙
撰
『
道
聴
録
』
巻

三
に
、「
都
下
一
友
謂
予
云
、
成
化
間
陳
白
沙
、
莊
定
山
、
章
風
山
俱
應
南
宮
試
。
考
官
入
簾

相
嘱
云
、
場
屋
中
有
此
三
人
、
閱
筆
不
可
苟
。
逮
填
榜
一
半
、
章
・
莊
倶
高
列
、
惟
無
陳
。

亟
令
索
卷
、
則
陳
已
在
下
第
。
其
破
『
老
者
安
之
』
三
句
云
、『
人
各
有
其
等
、
聖
人
等
其

等
』。
同
考
者
批
其
旁
云
、『
若
要
中
進
士
、
還
須
等
一
等
』。
見
者
哄
堂
、
陳
遂
飄
然
歸
、
不

復
應
試
矣
。」
と
あ
る
話
は
特
に
有
名
で
あ
る
。

②
拙
論
「
明
代
の
科
挙
制
度
と
朱
子
学
─
─
体
制
教
学
化
が
も
た
ら
し
た
学
び
の
内
実
─
─
」

（『
中
国
─
社
会
と
文
化
』
第
二
二
号　

二
〇
〇
七
）
参
照
。

③
例
え
ば
、「
与
辰
中
諸
生
」（『
王
文
成
公
全
書
』
巻
四
）、「
万
松
書
院
記
」（
巻
七
）、「
重

修
山
陰
県
儒
学
記
」（
同
）、「
山
東
郷
試
録
序
」（
巻
二
十
二
）、「
重
刊
文
章
軌
範
序
」（
同
）

等
が
あ
り
、
ま
た
弟
子
の
徐
愛
（
字
は
曰
仁
、
号
は
横
山
、
正
徳
三
年
進
士
）
が
科
挙
受
験

に
旅
立
つ
際
に
、
受
験
の
た
め
の
心
構
え
を
懇
切
に
伝
授
し
た
「
示
徐
曰
仁
応
試
」（
巻

二
十
四
）
も
あ
る
。

④
王
畿
の
挙
業
観
に
つ
い
て
は
、
佐
野
公
治
氏
『
四
書
学
史
の
研
究
』（
創
文
社　

一
九
八
八
）
第
七
章
「
科
挙
と
四
書
学
」（
四
〇
七
・
四
一
九
頁
）
に
指
摘
が
あ
る
。
な
お
、

『
龍
渓
王
先
生
会
語
』
に
つ
い
て
は
、『
東
洋
古
典
学
研
究
』（
広
島
大
学
東
洋
古
典
学
研
究

会
）
に
お
い
て
全
訳
の
作
業
が
進
行
中
で
あ
る
。

⑤
拙
論
「
嘉
靖
二
年
会
試
の
策
題
に
お
け
る
陽
明
学
批
判
に
つ
い
て
」（『
九
州
中
国
学
会
報
』

第
四
五
巻　

二
〇
〇
七
）
参
照
。

⑥
『
王
文
成
公
全
書
』
巻
三
十
三
「
年
譜
三
」「
二
年
癸
未
、
先
生
五
十
二
歳
、
在
越
。
二

月
、
南
宮
策
士
以
心
學
爲
問
、
陰
以
闢
先
生
。
門
人
徐
珊
讀
策
問
、
嘆
曰
、『
吾
悪
能
昧
吾

知
、
以
倖
時
好
耶
。』
不
答
而
出
。
聞
者
難
之
曰
、『
尹
彦
明
後
一
人
也
。』
同
門
歐
陽
德
、
王
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臣
、
魏
良
弼
等
直
發
師
旨
不
諱
、
亦
在
取
列
。
識
者
以
爲
進
退
有
命
。
德
洪
下
第
歸
、
深
恨

時
事
之
乖
、
見
先
生
、
先
生
喜
而
相
接
曰
、『
聖
學
從
茲
大
明
矣
。』
德
洪
曰
、『
時
事
如
此
、

何
見
大
明
。』
先
生
曰
、『
吾
學
惡
得
遍
語
天
下
士
。
今
會
試
録
、
雖
窮
鄕
深
谷
、
無
不
到
矣
。

吾
學
既
非
、
天
下
必
有
起
而
求
眞
是
者
。』」

⑦
徐
階
撰
「
龍
渓
王
先
生
伝
」（『
龍
渓
王
先
生
全
集
』
附
録
）「
…
…
丙
戌
、
士
復
當
試
禮

部
、
文
成
命
公
往
、
不
答
。
文
成
曰
、『
吾
非
欲
以
一
第
榮
子
、
顧
吾
之
學
、
疑
信
者
猶
半
、

而
吾
及
門
之
士
、
樸
厚
者
未
盡
通
解
、
穎
慧
者
未
盡
敦
毅
。
覲
試
、
士
仕
咸
集
、
念
非
子
莫

能
闡
明
之
。
故
以
屬
子
、
非
爲
一
第
也
。』
公
曰
、『
諾
。
此
行
僅
了
試
事
。
縱
得
與
選
、
當

不
廷
試
而
歸
、
卒
業
焉
。』
文
成
曰
、『
是
惟
爾
意
。』
…
…
在
場
屋
所
爲
文
、
直
寫
己
見
、
不

數
數
顧
程
式
。
頼
有
識
者
、
此
非
可
以
文
士
伎
倆
較
也
。
抜
諸
高
等
。
而
同
門
緒
山
錢
公
、

亦
在
選
。
士
咸
擧
手
以
慶
。
…
…
」

⑧
こ
れ
に
は
、
当
時
の
王
守
仁
や
王
門
の
士
人
を
取
り
巻
く
政
治
的
情
勢
や
思
想
界
の
状
況

も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
中
純
夫
氏
「
徐
階
研
究
」（『
富
山
大
学
教
養
部
紀
要

（
人
文
・
社
会
科
学
篇
）』 

二
四
・
一　

一
九
九
一
）、「
張
居
正
と
講
学
」（
同
二
五
・
一　

一
九
九
二
）、「
耿
定
向
と
張
居
正
」（『
東
洋
史
研
究
』
五
三
・
一　

一
九
九
四
）、「
王
畿
の
講

学
活
動
」（『
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
二
六　

一
九
九
七
） 

等
を
参
照
。

⑨
「
冀
元
亨
、
字
惟
乾
、
號
闇
齋
、
楚
之
武
陵
人
。
陽
明
謫
龍
場
、
先
生
與
蔣
道
林
往
師
焉
、

從
之
之
廬
陵
、
踰
年
而
歸
。
正
德
十
一
年
、
湖
廣
鄕
試
、
有
司
以
「
格
物
致
知
」
發
策
、
先

生
不
從
朱
註
、
以
所
聞
於
陽
明
者
爲
對
、
主
司
奇
而
錄
之
。」
な
お
、『
正
徳
十
一
年
湖
広
郷

試
録
』
は
『
天
一
閣
蔵
明
代
科
挙
録
選
刊
・
郷
試
録
』
第
三
十
函
（
寧
波
出
版
社　

二
〇
一
〇
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
か
ら
は
こ
の
『
明
儒
学
案
』
の
指
摘
に
つ

な
が
る
情
報
は
得
ら
れ
な
い
。

⑩
『
日
知
録
』
巻
十
八
の
「
原
注
」
に
は
、「
破
題
見
下
。
是
年
主
考
李
春
芳
、
興
化
縣
人
。」

と
あ
り
、
ま
た
同
「
破
題
用
荘
子
」
に
は
、
こ
の
こ
と
に
関
す
る
よ
り
具
体
的
な
批
判
が
見

ら
れ
る
。「
隆
慶
二
年
會
試
、
爲
主
考
者
、
厭
「
五
經
」
而
喜
老
莊
。
黜
舊
聞
而
崇
新
學
。
首

題
『
論
語
』「
子
曰
由
誨
汝
知
之
乎
」
一
節
、
其
程
文
破
云
、「
聖
人
教
賢
者
以
眞
知
、
在
不

昧
其
心
而
已
」、
始
明
以
莊
子
之
言
、
入
之
文
字
。
自
此
五
十
年
間
、
擧
業
所
用
、
無
非
釋
老

之
書
、
彗
星
掃
北
斗
文
昌
、
而
御
河
之
氷
變
爲
赤
血
矣
。」「
孟
子
言
所
不
慮
而
知
者
、
其
良

知
也
、
下
文
明
指
是
愛
親
敬
長
、
若
夫
因
嚴
以
教
敬
、
因
親
以
教
愛
、
則
必
待
學
而
知
之
者

矣
。
今
之
學
者
、
明
用
孟
子
之
良
知
、
暗
用
莊
子
之
眞
知
。」『
隆
慶
二
年
会
試
録
』
は
、『
明

代
登
科
録
彙
編
』（
台
湾
学
生
書
局
）
第
十
七
冊
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
問
題
と
さ
れ
た
破
題

（「
聖
人
教
賢
者
以
眞
知
、
在
不
昧
其
心
而
已
矣
。」）
が
確
認
で
き
る
。
本
文
中
で
も
言
及
し

て
い
る
通
り
、
こ
の
科
は
楊
起
元
が
最
初
に
受
験
し
た
会
試
で
あ
る
が
、
結
局
下
第
し
て
い

る
。

⑪
楊
起
元
の
伝
記
は
、『
鄒
子
願
学
集
』
巻
六
「
貞
復
楊
公
伝
」、『
続
蔵
書
』
巻
二
十
二
「
理

学
名
臣
」「
楊
侍
郎
公
起
元
」、『
明
儒
学
案
』
第
三
十
四
「
泰
州
学
案
三
」
等
参
照
。
ま
た
、

そ
の
思
想
や
講
学
活
動
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
佐
野
公
治
氏
「
明
代
知
識
人
の
一
側
面

─
─
羅
近
渓
の
隠
さ
れ
た
人
物
像
─
─
」（『
東
海
学
園
国
語
国
文
』
四
二　

一
九
九
二
）、

「
羅
汝
芳
資
料
の
刊
行
史
」（『
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
（
国
文
学
科
編
）』
三
九　

一
九
九
一
）、「
羅
近
渓
の
人
物
像
」（
同
四
〇　

一
九
九
二
）、「
同
（
二
）」（
同
四
二　

一
九
九
四
）、「
同
（
三
）」（
同
四
三　

一
九
九
五
）、「
羅
近
渓
講
学
紀
年
考
（
一
）」（『
名
古

屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
・
哲
学
』
四
五　

一
九
九
九
）、「
同
（
二
）」（
同
四
六　

二
〇
〇
〇
）、
荒
木
見
悟
氏
「
羅
近
渓
の
思
想
」（『
明
代
思
想
研
究
』
創
文
社　

一
九
七
二
）、

「
羅
近
渓
」（
陽
明
学
大
系
第
六
巻
『
陽
明
門
下
（
中
）』
明
徳
出
版
社　

一
九
七
三
）、
呉
震

氏
『
羅
汝
芳
評
伝
』（
南
京
大
学
出
版
社　

二
〇
〇
九
）
等
参
照
。

⑫
荒
木
氏
「
羅
近
渓
」（
陽
明
学
大
系
第
六
巻
『
陽
明
門
下
（
中
）』）
に
よ
れ
ば
、「
復
所
は
、

焦
竑
（
弱
侯
）
と
並
ん
で
、
万
暦
年
間
に
お
け
る
最
も
徹
底
し
た
儒
仏
一
致
論
者
で
あ
る
」

（
三
八
頁
）
と
さ
れ
る
。

⑬
『
証
学
編
』
巻
三
「
近
渓
先
生
講
堂
記
」
に
、「
…
…
起
、
自
歳
丙
子
、
得
交
文
塘
黎
子
於

白
門
。
起
之
不
敢
自
棄
、
而
幸
信
此
學
者
、
黎
子
之
力
也
。
黎
子
爲
先
生
高
弟
、
而
起
因
得

以
及
先
生
之
門
、
而
授
業
焉
。
…
…
」
と
言
い
、
ま
た
同
巻
四
「
近
渓
子
集
序
」
に
、「
起
生

嶺
東
、
幼
奉
庭
訓
、
即
慕
白
沙
先
生
之
學
。
年
三
十
訪
道
金
陵
、
邂
逅
文
塘
黎
子
、
一
語
豁

然
。
徴
其
所
自
、
則
師
近
溪
羅
先
生
。
次
年
、
起
第
翰
林
、
而
先
生
以
齎
捧
入
京
、
乃
脩
贄

門
下
。
…
…
」
と
言
う
。

⑭
馮
夢
禎
の
批
語
に
は
、「
貞
復
擧
於
鄕
、
才
弱
冠
耳
。
乃
有
此
等
見
解
、
信
是
再
來
人
。」

と
言
う
。

⑮
『
会
試
録
』『
登
科
録
』
と
も
に
、「
天
一
閣
科
挙
録
選
刊
」（
寧
波
出
版
社
）
所
収
。
こ
の

科
の
会
元
は
馮
夢
禎
、
状
元
は
沈
懋
学
（
字
は
君
典
、
宣
城
の
人
）
で
あ
る
。
余
談
な
が
ら
、

こ
の
科
に
は
も
う
一
人
同
姓
同
名
の
楊
起
元
（
山
西
臨
汾
の
人
）
が
い
る
。

⑯
『
閩
省
賢
書
』（
尊
経
閣
文
庫
蔵
）
巻
五
に
、
こ
の
科
の
主
考
官
、
及
び
合
格
者
の
情
報
が
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収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
出
題
や
程
文
の
情
報
は
無
い
。

⑰
こ
れ
と
関
連
し
て
、『
証
学
編
』
巻
四
「
孝
経
序
」
で
、「
…
…
二
百
年
餘
、
造
士
興
賢
、

必
科
六
藝
。
而
『
孝
經
』
不
與
焉
、
蓋
尊
之
至
也
。
何
者
、
士
所
窮
經
、
率
沿
襲
世
儒
之
説
、

而
飾
以
藻
繢
、
文
繁
而
實
寡
、
而
經
反
以
晦
。
…
…
」
と
言
う
の
は
、
興
味
深
い
発
言
で
あ

る
。

⑱
こ
こ
に
は
、『
歴
科
程
墨
文
室
』（
尊
経
閣
文
庫
蔵
）
第
五
帙
所
収
の
文
章
を
引
く
。

⑲
『
証
学
編
』
巻
三
に
、「
孟
子
曰
牛
山
之
木
嘗
美
矣　

全
章
」
を
収
め
る
。
長
文
な
の
で
、

引
用
は
し
な
い
が
、
そ
の
文
章
の
主
旨
は
、「
識
心
而
後
、
能
養
心
。」
と
い
う
点
に
あ
る
。

⑳
『
万
暦
二
十
五
年
応
天
府
郷
試
録
』
は
、
清
の
鈔
本
が
台
湾
中
央
研
究
院
傅
斯
年
図
書
館

に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
未
見
。

㉑
例
え
ば
、『
可
儀
堂
一
百
二
十
名
家
制
義
』（
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
）
に
は
、
前
に
触
れ

た
墨
文
も
含
め
て
十
五
篇
の
制
義
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

㉒
内
閣
文
庫
蔵
。
佐
野
氏
『
四
書
学
史
の
研
究
』
第
七
章
「
科
挙
と
四
書
学
」（
四
一
三
～

四
二
〇
頁
）
に
は
、『
証
道
書
義
』
を
め
ぐ
る
考
察
が
あ
り
、
ま
た
、『
証
道
書
義
』
巻
上
所

収
の
『
論
語
』
里
仁
篇
「
子
曰
、
朝
聞
道
、
夕
死
可
矣
」
の
制
義
を
取
り
上
げ
て
詳
細
に
分

析
考
察
し
て
い
る
。

㉓
こ
の
書
簡
の
執
筆
年
に
つ
い
て
は
、
林
海
権
氏
『
李
贄
年
譜
考
略
』（
福
建
人
民
出
版
社　

一
九
九
二
）
は
万
暦
十
三
年
作
と
し
（
一
五
五
頁
）、
溝
口
雄
三
氏
『
焚
書
（
抄
）』
附
録
の

「
李
贄
年
譜
」（
中
国
古
典
文
学
大
系
五
五
『
近
世
随
筆
集
』
平
凡
社　

一
九
七
一
）
は
万
暦

十
七
年
の
も
の
と
推
測
す
る
（
四
二
一
頁
）。

㉔
溝
口
氏
『
中
国
前
近
代
思
想
の
屈
折
と
展
開
』（
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
八
〇
）
上
論
第

二
章
「
理
観
の
再
生
」
で
、
こ
の
制
義
の
中
の
、
い
ま
論
者
が
傍
点
を
附
し
た
部
分
を
取
り

上
げ
て
、「
ほ
と
ん
ど
『
童
心
説
』
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
」（
一
九
四
頁
）
と
指
摘
す

る
。
ま
た
、
氏
は
『
焚
書
（
抄
）』「
訳
解
」
十
五
（
三
九
八
頁
）
に
お
い
て
、
李
贄
の
「
童

心
説
」
と
類
似
す
る
部
分
の
抄
訳
を
掲
載
し
て
い
る
。

㉕
こ
の
制
義
に
対
し
て
、
周
汝
登
は
、「
見
地
超
脱
。
故
發
之
、
簡
捷
透
露
。」
と
批
評
し
て

い
る
。

㉖
若
干
文
字
の
異
同
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
孟
子
集
註
大
全
』
巻
八
に
引
用
す
る
『
朱
子
語

類
』
巻
五
十
七
「
孟
子
七
」
の
語
の
こ
と
で
あ
る
。「
大
人
無
所
不
知
、
無
所
不
能
。
赤
子
無

所
知
、
無
所
能
。
此
二
句
、
正
相
拗
如
何
。
蓋
無
所
不
知
、
無
所
不
能
、
却
是
不
失
其
無
所

知
、
無
所
能
底
做
出
。
赤
子
之
心
、
純
一
無
僞
、
而
大
人
之
心
、
亦
純
一
無
僞
。
但
赤
子
是

無
知
無
能
底
純
一
無
僞
。
大
人
是
有
知
有
能
底
純
一
無
僞
。」

㉗
荒
木
氏
「
羅
近
渓
全
集
抄
」（
陽
明
学
大
系
第
六
巻
『
陽
明
門
下
（
中
）』）
二
九
三
頁
に
訓

読
文
と
注
釈
を
収
め
る
。
ま
た
、
溝
口
氏
『
中
国
前
近
代
思
想
の
屈
折
と
展
開
』
上
論
第
二

章
「
理
観
の
再
生
」（
一
九
五
～
六
頁
）、
佐
野
氏
『
四
書
学
史
の
研
究
』
第
七
章
「
科
挙
と

四
書
学
」（
四
一
〇
～
一
頁
）
を
参
照
。

㉘
楊
起
元
に
と
っ
て
は
、
朱
熹
の
説
も
諸
々
の
学
説
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。『
楊
太
史
家

蔵
文
集
』
巻
六
「
与
友
人
」
に
、「
…
…
至
『
大
學
』
次
第
、
有
「
古
本
」、
有
「
石
經
」、
有

「
明
道
大
學
」、
有
「
伊
川
大
學
」、
各
不
同
。
今
「
章
句
大
學
」
又
係
朱
子
所
定
、
與
伊
川
不

同
者
也
。
要
之
、
皆
有
可
通
、
難
必
其
孰
是
而
孰
非
也
。
又
「
格
物
」
之
説
、
陽
明
與
晦
翁

異
。
今
之
説
者
、
又
與
陽
明
異
。
然
其
歸
、
亦
未
嘗
異
也
。
前
輩
似
難
輕
議
、
足
下
高
明
以

爲
何
如
。」
と
い
う
。

㉙
『
続
蔵
書
』
巻
二
十
二
「
理
学
名
臣
」「
楊
侍
郎
公
起
元
」
に
、「
…
…
持
論
以
明
德
親
民

止
至
善
爲
宗
、
而
要
歸
於
孝
弟
慈
。
謂
孩
提
不
學
不
慮
之
良
心
、
即
聖
人
之
不
思
不
勉
。
耳

目
手
足
之
生
生
即
心
。
愚
夫
愚
婦
之
知
能
即
聖
、
氣
稟
物
欲
、
皆
明
德
之
寄
寓
、
共
覩
共
聞
、

即
不
覩
不
聞
之
本
體
。
大
抵
皆
本
父
師
之
言
、
而
推
衍
之
。
…
…
」
と
言
う
。

㉚
李
贄
が
楊
起
元
の
制
義
を
称
揚
し
た
こ
と
は
先
に
触
れ
た
が
、
楊
起
元
が
ま
た
李
贄
を
深

く
慕
っ
た
こ
と
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、『
論
学
存
笥
稿
』
巻
一
「
劉
淳
寰

丈
」
に
、「
…
…
李
卓
老
、
眞
出
世
豪
傑
、
其
爐
火
力
大
足
以
陶
冶
人
、
不
待
言
已
。
然
剃
髪

一
事
踪
跡
大
奇
、
使
同
世
再
出
一
李
卓
老
、
便
不
是
即
佛
諸
菩
薩
表
德
不
一
。
故
李
卓
老
極

不
喜
人
去
學
他
様
、
渠
亦
不
喜
學
佛
。」
と
言
い
、『
証
学
編
』
巻
二
「
李
卓
吾
先
生
」
に
、

「
…
…
生
、
於
先
生
大
教
私
淑
有
年
。
…
…
雖
然
、
我
近
師
逝
矣
。
今
之
能
教
某
者
、
莫
如
我

柳
師
曁
先
生
。
於
先
生
而
不
通
問
、
又
將
誰
問
哉
。
繼
自
今
當
罄
所
欲
言
以
質
於
先
生
、
願

先
生
之
無
棄
之
也
。
讀
祭
近
老
文
、
不
覺
涙
下
、
長
嘆
。
蓋
自
以
世
不
復
有
知
我
師
者
、
奈

何
茫
茫
宇
宙
之
中
、
又
有
先
生
在
焉
。
然
亦
僅
僅
一
先
生
已
也
。
猶
不
失
爲
知
我
者
希
也
。

…
…
」
と
言
う
。

㉛
『
焚
書
』
巻
二
「
童
心
説
」。
ま
た
、
同
「
時
文
後
序
」
参
照
。『
楊
太
史
家
蔵
文
集
』
巻

六
「
周
柳
師
」
に
は
、「
…
…
近
讀
李
氏
『
焚
書
』、
益
覺
此
老
是
眞
歇
漢
。
世
上
難
覓
此
人
。

我
老
師
能
與
之
相
朝
夕
、
豈
非
大
眼
界
大
縁
分
哉
。
…
…
」
と
あ
り
、
楊
起
元
が
李
贄
の

『
焚
書
』
を
読
ん
で
感
動
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、『
焚
書
』
の
出
版
は
万
暦
十
八
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年
の
こ
と
で
あ
る
。

㉜
明
末
に
お
け
る
「
已
む
を
容
れ
ず
」
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
溝
口
氏
『
中
国
前
近
代
思
想

の
屈
折
と
展
開
』
上
論
第
一
章
「
明
末
を
生
き
た
李
卓
吾
」（
八
四
～
九
三
頁
）
参
照
。

㉝
ち
な
み
に
、
尊
崇
す
る
羅
汝
芳
か
ら
の
、「
…
…
余
山
居
、
毎
嘆
爲
文
莫
難
於
經
義
。
正
以

其
義
融
通
乎
經
、
而
經
昌
言
乎
聖
。
經
不
容
以
易
言
、
義
不
容
以
強
通
。
余
方
困
頓
津
涯
、

年
已
耋
矣
。
比
覩
茲
作
、
似
於
辭
説
不
費
、
而
聖
經
大
義
、
昭
然
若
發
余
蒙
、
殆
忻
忻
不
能

已
洽
於
誦
而
傳
也
。」（『
羅
明
徳
公
文
集
』
巻
一
「
楊
復
所
経
義
序
」）
と
い
う
励
ま
し
も
楊

起
元
に
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
。

㉞
佐
野
氏
『
四
書
学
史
の
研
究
』
第
七
章
「
科
挙
と
四
書
学
」（
三
六
七
～
八
頁
）
の
記
述
に

拠
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
「
四
書
学
」「
講
章
」「
時
文
」
の
密
接
な
関
係
は
、
当
然
楊
起

元
に
お
い
て
も
自
明
の
こ
と
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。『
楊
太
史
家
蔵
文
集
』
巻
三
「
題
偶
然

草
」「
国
朝
欲
天
下
學
者
、
一
宗
孔
子
之
術
、
六
藝
之
科
。
故
、
擧
業
代
宣
聖
言
。
聖
言
如

天
、
人
各
持
所
見
、
故
一
之
於
朱
説
。
朱
説
之
去
聖
言
、
未
遠
也
。
至
於
講
章
、
則
稍
遠
矣
。

又
至
時
義
、
則
益
遠
矣
。
則
業
擧
者
之
能
不
侮
聖
人
之
言
者
、
鮮
矣
。」、
同
「
題
冏
伯
時
義
」

「
孔
子
之
教
、
從
天
性
中
、
建
立
一
切
經
世
法
。
故
其
言
出
神
入
化
、
未
易
窺
測
。
世
儒
益
之

以
傳
註
、
後
學
贅
之
以
講
章
、
近
士
蒙
之
以
時
義
。」

㉟
佐
野
氏
『
四
書
学
史
の
研
究
』
第
七
章
「
科
挙
と
四
書
学
」
は
、
そ
の
理
由
を
、「
挙
子
業

の
詩
詞
章
句
の
学
が
玩
物
喪
志
を
も
た
ら
す
と
は
宋
学
以
降
の
通
念
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
積

極
的
に
関
わ
る
こ
と
は
知
識
人
の
潔
よ
し
と
し
な
い
、
い
わ
ば
彼
ら
の
恥
部
と
し
て
、
古
人

の
顕
彰
を
目
的
と
す
る
遺
作
の
蒐
録
か
ら
は
除
外
し
て
よ
い
か
ら
で
あ
る
。」（
四
一
二
頁
）

と
指
摘
す
る
。
ち
な
み
に
、
制
義
と
は
全
く
対
照
的
に
、
郷
試
や
会
試
に
お
け
る
論
・
策
の

出
題
や
答
案
の
文
章
、
殿
試
で
の
対
策
が
別
集
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
は
興
味
深
い

事
実
で
あ
る
。

㊱
荒
木
氏
『
明
代
思
想
研
究
』
五
「
羅
近
渓
の
思
想
」
の
八
「
楊
復
所
に
よ
る
仏
教
の
導
入
」

参
照
。
な
お
、
楊
起
元
に
は
、「
道
釈
二
家
之
書
」
を
刪
纂
し
た
『
諸
経
品
節
二
十
巻
』
の
編

著
が
あ
る
が
、『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』（
子
部
四
十
二
・
雑
家
類
存
目
九
）
に
は
、「
起
元
傳

良
知
之
學
、
遂
浸
淫
入
於
二
氏
、
已
不
可
訓
。
至
平
生
讀
書
爲
儒
、
登
會マ

マ

試
第
一
、
官
躋
九

列
。
所
謂
國
之
大
臣
、
民
之
表
也
、
而
是
書
卷
首
乃
自
題
曰
比
丘
、
尤
可
駭
怪
矣
。」
と
い
う

批
判
が
見
ら
れ
る
。

㊲
佐
野
氏
『
四
書
学
史
の
研
究
』
第
七
章
「
科
挙
と
四
書
学
」
に
、「
…
…
こ
の
文
は
場
屋
の

場
に
も
通
用
す
る
内
容
形
式
を
具
え
て
い
た
こ
と
を
看
過
で
き
な
い
。
起
元
は
朱
註
を
否
定

し
て
自
己
主
張
を
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
朱
註
に
依
拠
す
べ
き
と
す
る
祖
宗
の
法
を
…
…

詳
細
に
敷
衍
す
る
と
い
う
積
極
的
な
か
た
ち
で
遵
守
す
る
の
で
は
な
く
、
朱
註
を
批
判
せ
ず

に
、
重
点
を
移
行
し
て
、
こ
と
さ
ら
に
朱
註
に
抵
触
し
な
い
と
い
う
消
極
的
な
か
た
ち
で
、

か
ろ
う
じ
て
規
則
を
守
り
、
事
実
上
は
自
ら
の
経
文
理
解
を
時
文
の
上
に
表
そ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。
し
か
も
数
百
字
に
及
ぶ
作
文
の
中
で
朱
註
か
ら
の
乖
離
は
無
限
に
薄
め
ら
れ
て
い

る
と
も
い
え
る
。
…
…
」（
四
一
八
頁
）
と
言
う
。

㊳
『
明
史
』
巻
二
百
八
十
八
「
文
苑
四
」「
…
…
萬
曆
末
、
場
屋
文
腐
爛
、
南
英
深
疾
之
、
與

同
郡
章
世
純
、
羅
萬
藻
、
陳
際
泰
以
興
起
斯
文
爲
任
…
…
」

㊴
佐
野
氏
『
四
書
学
史
の
研
究
』
第
六
章
「
晩
明
の
四
書
学
」
は
、『
日
知
録
』
や
史
籍
か
ら

釈
老
の
語
が
実
際
に
場
屋
に
持
ち
込
ま
れ
た
事
例
を
取
り
上
げ
、
こ
の
よ
う
な
風
潮
が
や
ま

な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、「
釈
老
語
の
使
用
に
よ
っ
て
及
第
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た

か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
」（
三
五
四
〜
五
頁
）
と
指
摘
す
る
。

㊵
本
稿
は
制
義
（
四
書
義
）
を
中
心
に
考
察
を
行
っ
た
が
、
今
後
は
「
論
」「
策
」
に
つ
い
て

も
同
様
の
観
点
か
ら
の
考
察
を
発
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
明
代
科
挙
の
「
論
」

「
策
」
に
つ
い
て
思
想
的
な
考
察
を
行
っ
た
研
究
と
し
て
、
三
浦
秀
一
氏
「
明
代
科
挙
『
程

論
』
管
窺
」（『
科
挙
学
的
形
成
与
発
展
』
華
中
師
範
大
学　

二
〇
〇
九
）、
同
「
明
代
科
挙

『
性
学
策
』
史
稿
」（『
集
刊
東
洋
学
』
第
一
〇
三
号　

二
〇
一
〇
）
が
あ
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
二
〇
〇
八
年
十
一
月
八
日
（
土
）
に
京
大
会
館
で
開
催
さ
れ
た
東
方
学
会

第
58
回
全
国
会
員
総
会
で
行
っ
た
研
究
発
表
の
原
稿
に
加
筆
・
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

当
日
司
会
の
労
を
お
取
り
下
さ
っ
た
広
島
大
学
の
市
来
津
由
彦
先
生
を
は
じ
め
諸
先
生
か
ら

頂
戴
し
た
御
意
見
を
十
分
に
生
か
せ
て
い
な
い
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
が
、
改
め
て
御
示
教
を

賜
れ
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
平
成
二
十
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研

究
（
Ｂ
）、
課
題
番
号
：
二
二
三
二
〇
〇
一
一
、
研
究
代
表
者
：
三
浦
秀
一　

東
北
大
学
教

授
）、
及
び
福
武
学
術
文
化
振
興
財
団
（
平
成
二
十
二
年
度
）「
歴
史
学
助
成
」
に
よ
る
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。


